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振
り
込
め
詐
欺
に
は
だ
ま
さ
れ
な
い

　

電
話
で
巧
妙
に
お
金
を
だ
ま
し
取
る

「
振
り
込
め
詐
欺
」。

　「
私
は
大
丈
夫
よ
」
と
思
っ
て
い
る
人

ほ
ど
だ
ま
さ
れ
や
す
く
、
警
察
や
金

融
機
関
な
ど
が
対
策
を
行
っ
て
い
て
も
、

毎
年
被
害
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
田
舎
に
居
て
も
、
誰
も
が
詐
欺
の
標

的
に
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
自
分

や
家
族
の
財
産
を
守
る
た
め
、
詐
欺
の

手
口
な
ど
を
知
り
、
日
頃
か
ら
防
犯
意

識
を
高
め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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金
融
機
関
で
お
金
を
振
り
込

ま
せ
る
「
振
り
込
め
詐
欺
」
以

外
に
、
近
年
、「
振
り
込
み
を
し

な
い
」
詐
欺
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

▼
犯
人
が
お
金
を
受
け
取
る
　

　
手
口
（
全
体
の
割
合
％
）

❶
受
け
取
り
に

来
た
犯
人
に

手
渡
し
（
39

％
）

❷
金
融
機
関
で

の
振
り
込
み
（
33
％
）

❸
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
電
子
マ
ネ
ー

を
購
入
さ
せ
識
別
番
号
を
詐

取
す
る
（
16
％
）

❹
宅
配
便
や
ゆ
う
パ
ッ
ク
に
よ
る

送
付
（
12
％
）

　

❸
の
電
子
マ
ネ
ー
を
購
入
さ
せ

る
手
口
は
、
平
成
28
年
か
ら
急
増

し
て
い
ま
す
。
こ
の
手
口
で
は
、
20

～
50
歳
代
の
若
い
世
代
が
被
害
全

体
の
約
75
％
を
占
め
て
お
り
、
若

い
世
代
の
人
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　

犯
人
グ
ル
ー

プ
は
高
齢
者
の

人
を
狙
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
く
、

高
齢
者
の
人
は
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。
親
族
や

知
人
に
高
齢
者
が
い
る
人
は
普
段

か
ら
連
絡
を
取
り
合
い
、
注
意

喚
起
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
必
ず
誰
か
に
相
談
す
る

　

メ
ー
ル
で
身
に
覚
え
の
な
い
料

金
請
求
が
届
い
た
り
、
電
話
で
お

金
の
話
が
あ
っ
た
り
し
て
も
、
す

ぐ
に
行
動
せ
ず
、
家
族
や
知
人
、

警
察
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ま

ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

【
相
談
先
】

・
県
警
な
ん
で
も
相
談
電
話

　

☎
＃
９
１
１
０

・
南
あ
わ
じ
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
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特集　振り込め詐欺にはだまされない

２

～ 

巧
妙
化
す
る
手
口
に
後
を
絶
た
な
い
被
害
者 

～

振
り
込
め
詐
欺
に
は
だ
ま
さ
れ
な
い

ー
☎
43
・
５
０
９
９

▼
「
暗
証
番
号
を
教
え
て
」
は

　
詐
欺
で
す

　

金
融
機
関
等
が
暗
証
番
号
を

電
話
で
確
認
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

▼
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
他
人
に

　
渡
さ
な
い

　

警
察
官
や
銀
行
協
会
等
が

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
事
実
確
認
を
す
る

　

銀
行
協
会
な
ど
か
ら
の
電
話

で
お
金
の
話
が
出
た
時
は
、
電

話
帳
な
ど
で
電
話
番
号
を
調
べ
、

折
り
返
し
電
話
し
て
事
実
確
認

を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
固
定
電
話
に
防
犯
対
策
を
す
る

　
「
知
ら
な
い
番
号
、
非
通
知
の

電
話
に
出
な
い
」「
留
守
番
電
話

に
設
定
し
、
相
手
の
要
件
を
確

認
し
て
か
ら
応
対
す
る
」
と
い
っ

た
対
策
が
有
効
で
す
。

　

平
成
28
年
中
、
兵
庫
県
下
で

は
振
り
込
め
詐
欺
が
３
９
８
件
発

生
し
、
約
13
億
７
０
０
０
万
円
の

被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
詐
欺
被
害

が
連
日
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
で
報

道
さ
れ
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
て

も
、
手
口
が
巧
妙
化
し
、
平
成
23

年
か
ら
認
知
件
数
・
被
害
総
額
と

も
に
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

左
の
円
グ
ラ
フ
「
年
齢
別
被

害
認
知
件
数
割
合
」
を
見
ま
す

と
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
被
害

が
特
に
目
立
ち
、
約
７
割
を
占
め

て
い
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
で
の
被
害
発
生

状
況
は
、
平
成
28
年
に
オ
レ
オ
レ

詐
欺
１
件
と
架
空
請
求
詐
欺
２
件

が
発
生
し
、
約
２
０
０
万
円
の
被

害
。
平
成
29
年
は
７
月
末
現
在

で
架
空
請
求
詐
欺
２
件
と
融
資

保
証
金
詐
欺
１
件
が
発

生
し
、
約
１
３
０
０
万
円

の
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　
「
田
舎
だ
か
ら
安
心
」

「
自
分
は
大
丈
夫
」
と

い
う
油
断
が
、
犯
人
に
つ

け
い
ら
れ
る
隙
に
な
り
ま

す
。
だ
ま
さ
れ
て
後
悔
し

な
い
よ
う
に
、
日
頃
か
ら

防
犯
の
知
識
と
意
識
を

高
め
て
お
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

振
り
込
め
詐
欺
の
傾
向
と

詐
欺
に
あ
わ
な
い
た
め
の
対
策

ふ
れ
あ
い
ポ
リ
ス
の
田
中
で
す
。

振
り
込
め
詐
欺
に
つ
い
て一緒
に
学
び
、

日
頃
か
ら
防
犯
意
識
を
高
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

「
振
り
込
み
を
し
な
い
」

手
口
が
増
加
し
て
い
ま
す

高
齢
者
が
狙
わ
れ
て
い
る

詐
欺
に
あ
わ
な
い
ポ
イ
ン
ト
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認知件数（件）

被害額（億円）

1.16

80 歳代
23％

70 歳代
36％

65 ～
69 歳 9％

60 ～ 64 歳
           3％

20 歳代 8％

30 歳代 6％

40 歳代 6％

50 歳代 8％

90 歳代 1％

区　分
認知件数 被害額（万円）

H28 H27 増減 H28 H27 増減

オレオレ詐欺 137 104 +33 59,806 33,890 +25,916

架空請求詐欺 191 156 +35 69,166 67,552 +1,614

融資保証金詐欺 19 28 -9 2,912 2,174 +738

還付金等詐欺 51 20 +31 5,092 1,568 +3,524

合　　計 398 308 +90 136,976 105,184 +31,792

振り込め詐欺の種類
　振り込め詐欺には、４つ
の詐欺があります。

▼オレオレ詐欺
　親族、警察官、弁護士な
どを装って電話をかけ、交
通事故の示談等の名目で、
現金を振り込ませる詐欺

▼架空請求詐欺
　アダルトサイトなどの利用
料金など、架空の事実を口
実に請求書を送付し振り込
ませる詐欺

▼融資保証金詐欺
　低金利や有利な条件を提
示し、融資を申し込んだ人
に保証金などを名目に振り
込ませる詐欺

▼還付金等詐欺
　税務署や市役所、社会保
険事務所をかたり、税金や
医療費の還付があるとＡＴＭ
に誘導し、操作を指示して
現金を振り込ませる詐欺

兵庫県下の振り込め詐欺被害状況の推移（認知件数・被害額）

平成27・28年　兵庫県下の振り込め詐欺種類別被害状況

振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
状
況

県
下
で
３
９
８
件
、
被
害
額
約
　
億
７
０
０
０
万
円

13

南あわじ警察署ふれあいポリス

　　田中　美
よしのり

典 警部補

犯人役
銀行員をかたる男

被害者役
だまされて、ＡＴＭ
から高額のお金を振
り込んでしまう老婆

▲番組で２体の人形を操る淡路三原高校郷土部員

　

郷
土
芸
能
「
淡
路
人
形
浄

瑠
璃
」
で
還
付
金
詐
欺
の
実

例
を
紹
介
す
る
振
り
込
め
詐

欺
啓
発
番
組
を
制
作
し
ま
し

た
。
10
月
２
日
か
ら
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
で
放
送
す
る

ほ
か
、
市
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
で
も
ネ
ッ
ト
配
信
し
ま
す
。

　

当
番
組
は
、
南
あ
わ
じ
警

察
署
と
淡
路
人
形
座
、
淡
路
三

原
高
校
郷
土
部
、
淡
路
信
用

金
庫
の
協
力
で
、
10
月
の
振
り

込
め
詐
欺
等
撲
滅
強
化
推
進

期
間
に
合
わ
せ
て
制
作
し
ま
し

た
。
淡
路
人
形
座
員
の
指
導
の

も
と
、
同
校
郷
土
部
員
が
犯

人
役
と
被
害
者
役
の
人
形
２
体

を
操
っ
た
ほ
か
、
太
夫
に
よ
る

せ
り
ふ
や
、
三
味
線
に
よ
る
Ｂ

Ｇ
Ｍ
も
担
当
し
ま
し
た
。

■
番
組
の
ス
ト
ー
リ
ー

　

市
役
所
職
員
と
銀
行
員
を

か
た
る
男
が
「
払
い
過
ぎ
て
い

る
保
険
料
が
あ
り
、
３
万
円
の

還
付
金
を
返
金
す
る
。
無
人
の

Ａ
Ｔ
Ｍ
で
手
続
き
を
」
と
被
害

者
の
老
婆
に
電
話
で
巧
み
に
指

示
。
老
婆
が
手
続
き
を
済
ま

せ
、
記
帳
し
た
通
帳
を
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
逆
に
高
額
の
お

金
が
振
り
込
ま
さ
れ
て
い
た
。

淡
路
三
原
高
校
郷
土
部
が
演
じ
る

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
に
よ
る
啓
発
番
組

　
怪
し
か
り
け
る
〝 

還
付
金
詐
欺 

〟
の
段

  

▽　

月
２
日
か
ら
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
で
放
送 

10
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第２回学園祭を開催
　今年もキャンパス内を会場に、イベント盛りだくさんの

学園祭「第２回くにうみ祭」を開催いたします。皆様のご

来場をお待ちしております。

日時　11 月 11 日（土）午前 10 時～午後 4 時

内容　ステージイベント＝三原志知和太鼓クラブ志童や

西淡中学校吹奏楽部、学内軽音部による演奏。創作料理

コンテスト、野菜の目利き、景品が当たる校内クイズラリー

など。中庭＝サーターアンダギー・唐揚げ・焼きそばな

どの学生による模擬出店。講義室＝チャリティーバザー、

写真コンテスト、カフェなど。

問同大事務室☎ 42-4700

地域創成生涯学習講座（要申込）
　「健康・福祉」をテーマに、本学教員による講座を開

催しますので、お気軽に参加ください。

・ムセを予防していつまでも元気でいるために
　～理学療法士からみた誤嚥性肺炎の予防～

　日時：10 月 20 日（金）午後２時～３時 30 分

・脳卒中後の麻痺手に対するリハビリテーション
　日時：10 月 26 日（木）午後２時～３時 30 分

・認知症のひとの理解と対応
　日時：11 月   ４日（土）午後２時～３時 30 分

※会場はすべて同大キャンパス内の講義室等

申込み・問合せ　同大地域連携センター☎ 42‐4708

市政ひろば

４

　

今
年
度
、
市
内
で
17
人
（
男

性
２
人
、
女
性
15
人
）
が
１
０
０

歳
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
お
祝

い
す
る
た
め
、
９
月
１
日
、
希

望
者
宅
を
守
本
市
長
が
訪
問
し

ま
し
た
。

　
「
こ
れ
か
ら
も
長
寿
を
重
ね

て
く
だ
さ
い
」
と
守
本
市
長
か

ら
お
祝
い
状
が
贈
ら
れ
る
と
、

納
操み
さ
お

さ
ん
（
広
田
）
は
「
感
無

量
で
す
」
と
嬉
し
そ
う
に
応
え

て
い
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
長
生
き
し
て
ね
！

市
長
が
百
歳
祝
福
訪
問

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

会
場
で
は
募
金
活
動
や
人
権

擁
護
委
員
に
よ
る
相
談
の
ほ
か
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め

る
催
し
や
販
売
等
の
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
大
ホ
ー

ル
で
は
、
一
般
社
団
法
人
日
本

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
協
会
代
表
理
事
の
清

水
展
人
さ
ん
に
よ
る
自
ら
の
体

験
を
基
に
し
た
講
演
会
を
行
い
、

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（
少
数
派
）

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　

８
月
は
『
人
権
文
化
を
す
す

め
る
県
民
運
動
』
推
進
強
調
月

間
で
す
。
強
調
月
間
に
あ
わ
せ

て
、
市
内
で
も
８
月
20
日
、
中

央
公
民
館
で
じ
ん
け
ん
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
７
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
日
常
の
中
で
お
互

い
の
人
権
尊
重
が
自
然
に
態
度

や
行
動
と
し
て
表
せ
る
「
人
権

文
化
」
の
定
着
を
め
ざ
し
て
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
両
国
の
中
学
生

た
ち

今
年
度
１
０
０
歳
を
迎
え
る
納
さ
ん（
左
）

と
守
本
市
長

講
演
会
で
自
ら
の
体
験
を
話
す
清
水

さ
ん

　

平
成
21
年
度
に
始
ま
っ
た
淡

路
島
３
市
の
中
学
生
と
韓
国

慶キ
ョ
ン
サ
ン尚
南ナ
ム

道ド

南ナ

メ海
郡
の
中
学
生
と

の
サ
ッ
カ
ー
交
流
は
今
年
で
９

度
目
に
な
り
ま
す
。
隔
年
で
相

互
派
遣
を
行
っ
て
お
り
、
今
年

は
韓
国
か
ら
17
人
の
中
学
生
が

８
月
18
～
20
日
の
２
泊
３
日
で

淡
路
島
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

五
色
台
運
動
公
園
「
ア
ス
パ

五
色
」
で
行
わ
れ
た
両
国
の
中

学
生
た
ち
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
大

会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
手
が
真

剣
勝
負
の
試
合
を
し
ま
し
た
。

　

２
試
合
が
行
わ
れ
、
第
１
試

合
は
４
対
１
、
第
２
試
合
は
２

対
０
で
淡
路
選
抜
チ
ー
ム
が
勝

ち
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
以
外
の
交
流
も
行

わ
れ
、
お
互
い
の
国
の
文
化
や

伝
統
を
学
ぶ
な
ど
、
活
発
な
友

好
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

「
人
権
文
化
」
の
定
着
を
め
ざ
し
て

じ
ん
け
ん
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

淡
路
島
・
南
海
島
（
韓
国
）
の

中
学
生
が
サ
ッ
カ
ー
交
流

　

本
田
さ
ん
は
、
昭
和
58
年

７
月
か
ら
平
成
７
年
７
月
ま

で
の
12
年
の
長
き
に
わ
た
り

旧
南
淡
町
の
議
会
議
員
と
し

て
町
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

　

特
に
任
期
中
、
文
教
厚
生

常
任
委
員
長
を
務
め
、
学
校

教
育
の
充
実
を
図
る
な
ど
、

住
民
の
快
適
で
文
化
的
な
生

活
の
確
立
に
多
大
な
る
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

本
田
　
和か
ず

郎お

さ
ん
（
沼
島
）

旭
日
単
光
章

高
齢
者
叙
勲

　前回ご紹介した上勝町が、シニアを中心とする地元
の住民の力を最大限に発揮するモデルとすれば、今
回話題にする神山町は、都会から移住して来る若者の
力を活かしたまちおこしのモデルと言えます。
　山をひとつ隔てた隣町が、こうした好対照をなして
いるのも興味深く感じます。
　神山町は、2010 年頃から、三大都市圏の、IT 産
業に関わる若者たちの移住が進み、にわかに知られる
ようになりました。
　移住の背景として、山里の豊かな自然と光ファイ
バー網によるIT 環境の強みがあげられます。
　しかし、そうした条件を満たす地域が多数ある中で、
なぜ神山町に突出して人が集まるのか不思議です。
　歴史を辿れば、現在若者移住やまちおこしの中核と
なっているNPO グリーンバレーの原点は、日米友好
の印に全米の家族から贈られ、戦災を逃れて残ってい
た人形の里帰りを企画・実行した委員会だそうです。
　その委員会が神山国際交流協会に発展し、子どもた
ちに異文化と触れ合う機会を提供するため、内外の芸
術家を招いて作品づくりを支援する事業を始めます。
　それを機に移住者も出始め、移住への関心が高い
ことを知ります。

　しかし、地元に仕事がないと移住できないということ
で、移住者の提案で、空き家などの紹介とともに、神山
でできそうな仕事を地元から提案し、人材を誘致する
事業につながって行きます。
　こうして、呼び込む側と、迎え入れられた若者とが共
同でプロジェクトを興し、それぞれの人脈も活用しな
がら移住を促進していくという好循環につながっていき
ました。こうした地道な積み重ねがあって、今があると
いうことであり、天与の条件だけで自然発生したもの
ではないということがわかります。
　南あわじ市でも、少しずつですが、移住される方が
増えています。地元と移住者とが知恵を出し合えば、
神山町のような好循環を起こすことは十分可能だと思
います。
　また、私は、遠隔地での仕事を支えているIT 技術、
ことにテレワークには、大きな可能性を感じます。
　神山町のように、大都市の企業のサテライト( 支部 )
を誘致できることはもちろんですが、育児や介護で自
宅を離れられない人も仕事ができ、働く人のすそ野を
拡大することができます。また、複数地域に分散して
市役所のサテライトを置くことで、住民サービスの拡
大にもつながります。研究すべき課題と考えています。

南あわじ市長 守本 憲弘

大都市の若者が集まる神山町
▲徳島県による神山町でのテレワークの実験
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決
算
の
概
要

　

平
成
28
年
度
の
歳
入
は
、
昨
年

度
と
比
較
し
て
、
旧
庁
舎
等
解
体
の

財
源
と
す
る
た
め
の
公
共
施
設
等
整

備
基
金
取
り
く
ず
し
、
寄
附
者
の
意

向
に
沿
っ
た
事
業
の
財
源
と
す
る
た

め
に
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
等
を
積

み
立
て
た
ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
基

金
取
り
く
ず
し
な
ど
に
よ
り
、
繰
入

金
が
大
き
く
増
加
し
ま
し
た
が
、
大

鳴
門
橋
記
念
館
施
設
移
譲
交
付
金

や
地
域
介
護
拠
点
整
備
費
補
助
金
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
販
売
収
入
の

皆
減
、
市
債
の
発
行
額
を
抑
制
し
た

こ
と
な
ど
が
影
響
し
、全
体
で
は
４
・

４
％
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
面
で
は
、
昨
年
度
と
比
較
し

て
、
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福

祉
給
付
金
の
皆
増
、
障
害
者
介
護
給

付
費
等
の
増
加
が
あ
り
ま
し
た
が
、

計
画
的
に
実
施
し
て
き
た
繰
上
償
還

に
よ
る
元
利
償
還
金
の
減
少
、
淡
路

広
域
水
道
企
業
団
補
助
金
（
水
道

高
料
金
対
策
）
の
大
幅
減
少
、
災
害

復
旧
費
の
事
業
量
の
減
に
よ
り
、
全

体
で
は
１
・
９
％
の
マ
イ
ナ
ス
と
な

り
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
の
決
算
額
は
歳
入
が

２
７
０
億
４
２
６
８
万
円
、
歳
出
が
２
６
６
億
６
９
５
３
万

円
で
し
た
。
そ
の
う
ち
平
成
29
年
度
へ
事
業
を
繰

り
越
し
て
使
う
財
源
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
、

2
億
５
７
２
６
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
各

財
政
指
標
が
昨
年
度
よ
り
も
上
昇
し
て
い
る
の
は
、
下

水
道
事
業
へ
の
繰
出
金
の
考
え
方
を
変
更
し
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
普
通
交
付
税
が
段
階
的
に
縮
小
し

て
お
り
、
平
成
31
年
度
を
も
っ
て
合
併
に
よ
る
特
例
期
間

が
終
了
す
る
た
め
、
将
来
の
財
源
不
足
に
備
え
、
今
後

も
健
全
な
行
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

平
成
　
年
度

28

（単位：％）

（単位：％）

健全化判断比率　　   　　　　　 

指標
南あわじ市 早期健全

化基準
財政再生

基準28年度 27年度
実質赤字比率

 （普通会計の赤字から財政運営
　の深刻度を見る比率）

－ － 12.66 20.00

連結実質赤字比率
 （全ての会計の赤字から財政運営
　の深刻度を見る比率）

－ － 17.66 30.00

実質公債費比率 
 （借金の返済額等の大きさから
　資金繰りの危険度を見る比率）

14.4 13.2 25.0 35.0

将来負担比率
 （市が抱える負債の残高から将来
　財政への圧迫度を見る比率）

141.2 122.8 350.0 － 

※赤字が生じない場合は、「－」と表示

資金不足比率　　　　　　　　　　

指標
南あわじ市 経営健全

化基準
備考

28年度 27年度

資金不足比率
（企業会計の資金不足割合から
 経営状況の深刻度を見る比率）

－ － 20.0 会計ごと
に算定

※資金不足が生じない場合は、「－」と表示

（億円）

（年度）

80

70

90

100

110

H23 H25H24 H26 H27 H28

73.8

79.5 82.6
88.6

99.9

107.5

　特定の目的のために資金を積み立てた
り、運用したりする市の「貯金」です。

市民 1 人あたり　22 万 1,900 円

基金残高　107億 4,819万円

市民 1 人あたり　70 万 1,800 円

　大きな事業を行う際に、銀行等から借
り入れた市の「借金」です。

市債残高　339億 8,594万円

主な平成28年度事業

総務費　1 億 2,287 万円
コミュニティバス（らん・らんバス）
等を運行することで、市民の生活

移動手段の確保に努めました。

土木費　2 億 7,215 万円
広田住宅の新築工事及び老朽化し
た市営住宅の解体を行いました。

市民１人あたり　55 万 8,400 円

※市民１人あたりの金額は平成 28 年度　
末住民基本台帳人口 48,427 人で算出

民生費　2 億 3,802 万円
（一般財源影響額）
児童１人あたり 約 20 万円

教育費　1 億 7,998 万円
榎列、福良、松帆小学校の空調設
備の整備を行いました。

もっと詳しく知りたい人は二次元コードを読み取っていただき、
市ホームページからご覧いただけます。

コミュニティバス運行対策事業 市営住宅建設・解体事業 3歳児以上保育料無料化事業 小学校空調設備整備事業

平成28年度決算状況報告

市民１人あたり　55 万 700 円

H23 H24 H25 H27 H28H26 （年度）

（億円）

400

300

500

800

700

600

373.3

682.3 667.1

653.9 655.0

360.5 369.8
356.5

367.3

339.9

631.0
643.8

一般会計の市債残高
全会計（一般・特別・公営企業）
の市債残高

「基金残高の推移」

「市債残高の推移」
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（　）内は、対27年度比　

来月への繰越金
6,200円

（－１万2,600円）

会計
歳入 歳出 基金残高 市債残高

28 年度 増減率 28 年度 増減率 28 年度 増減率 28 年度 増減率
国民健康保健

（保険事業） 790,830 － 0.5 771,145 － 2.3 6,007 0.2 0 －

国民健康保健
（直営診療所） 13,753 － 5.7 13,747 － 5.7 0 － 1,411 － 15.8

後期高齢者医療 66,264 － 48.3 64,297 － 49.3 0 － 0 －
介護保険（保険事業） 470,194 1.3 461,000 0.8 16,614 9.1 0 －
介護保険

（介護サービス事業） 7,068 7.4 7,068 7.4 0 － 0 －

訪問看護 3,151 － 16.6 3,151 － 16.6 0 － 0 －
土地開発（企業団地） 2,888 － 64.3 387 － 93.0 0 － 0 －
土地開発（住宅団地） 1,443 36.5 484 436.0 0 － 0 －
産業廃棄物最終処分 7,377 － 24.4 7,376 － 17.2 63,015 6.3 0 －
ケーブルテレビ 140,164 －1.8 137,389 － 2.0 0 － 183,530 82.8 

下水道 28 年度 増減率

収益的収入 271,695 －2.4
収益的支出 267,779 －3.8
資本的収入 174,255 49.2
資本的支出 277,506 27.9
企業債残高 2,726,872 －1.6

 農業共済 28 年度 増減率

収益的収入 37,732 －2.1
収益的支出 37,513 －2.2

 国民宿舎 28年度 増減率

収益的収入 40,181 －1.0
収益的支出 41,280 －4.7
資本的収入 32 皆増
資本的支出 85 －85.0
積立金残高 8,380 －15.6

特別会計

企業会計

（単位：万円、%） ※増減率は平成 27 年度に対する比率

※増減率は平成 27 年度に対する比率

これが多いと一般家庭のエンゲル係

数が高いことと同じで、家計にあま

り余裕がないことを意味します。

（単位：万円、%）

　市職員の任免や給与の実態をお知らせし

ます。詳細は市のホームページと総務課で

閲覧できます。 

問総務課☎ 43-5001

１．人件費（普通会計決算）

区分 住民基本台帳 歳出額 人件費 人件費率

28年度 48,427人
27,994,939

千円

3,551,272

千円
12.7％

27年度 49,046人
28,581,810

千円

3,641,185

千円
12.7％

※人件費には、市長・議員等特別職の給与や報酬などを含みます

１．職員の採用・退職の状況
【採用】29年４月１日付

事務職 保育士

13 人 12 人

【退職】28年４月～29年３月末

定年退職 希望退職 普通退職 計

19人 3人 8人 30人

５．期末・勤勉手当、退職手当（29年４月１日現在）

期末・勤勉手当支給割合 退職手当支給割合

支給期 期末手当 勤勉手当 区分 自己都合 希望・定年

６月期 1.225月分 0.80月分 勤続20年 20.445月分 25.55625月分

12月期 1.375月分 0.90月分 勤続30年 36.105月分 42.4125月分

合計 2.600月分 1.70月分 最高限度   49.59月分 49.59月分

２．ラスパイレス指数（28年度）

南あわじ市 類似団体平均 全国市平均
4.1現在 97.4 96.0 99.1

※ラスパイレス指数＝国家公務員の給与水準を 100とし
　た場合の地方公務員の給与水準を示す指数です
※類似団体平均＝人口規模、産業構造が類似している団体
　のラスパイレス指数を平均したものです

６．行政職の級別職員数（29年４月１日現在）

区分 主な役職 職員数 構成比

７級 部長・事務局長 11人 2.4％

６級 課長 24人 5.4％

５級 課長・主幹・副主幹 56人 12.4％

４級 課長補佐 161人 35.7％

３級 係長・主査 125人 27.7％

２級 主事 37人 8.2％

１級 主事 37人 8.2％

計 451人

2．職員数の状況（各年度の4月1日現在）　　　　　　　　    （単位:人）

区分
一般行政部門 特別行政部門 公営企業など

合計
福祉以外 福祉 教育 消防 病院 水道 下水道 その他

29年度 226 128 67 1 4 14 14 30 484

28年度 227 122 67 1 4 15 16 37 489

４．職員の平均年齢と平均給料月額、平均給与月額（29年４月現在）

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 41歳11か月 317,405円 356,014円

技能労務職 49歳  7か月 319,296円 358,693円

※平均給与月額＝給料に諸手当を含んだものです
《職員手当の内訳》
　扶養手当、住居手当、通勤手当、単身赴任手当、特殊勤務手当、時間外勤
務手当、宿日直手当、 管理職手当

１．年次休暇の取得状況（28年１月～29年12月）

対象人数 総付与日数 総取得日数 取得率 平均取得日数

412人 16,360日 3,927日 24.00％ 9.5日

※対象人数は、育児休業者や休職者等を除いています

２．育児休業、部分育児休業の取得状況（28年度）

区分 新規取得可能者 取得者 取得率

育児休業（女性）  ３人 ３人 100.0％

育児休業（男性）  ６人  ０人 0.0％

部分育児休業 － 25人 －

※これらの休業制度は無給です

人事行政運営状況を公表
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（２）職員の給与の状況

（３）職員の服務の状況

（１）職員の任免および職員数に関する状況

３．職員給与費（28年度普通会計決算）

職員数
（Ａ）

給与費 1 人当たり
給与費

（Ｂ／Ａ）給料 期末・
勤勉手当 職員手当 計（Ｂ）

415人
1,551,635

千円

605,319

千円

203,113

千円

2,360,067

千円

5,687

千円

※職員数は29年３月31日現在の普通会計の人数です （年度）

96.9 97.2 97.4
96.7 96.7

95

H24 H25 H26 H27 H28

100

３．年齢層別職員の構成比（全職員）

※水道部門は、淡路広域水道企業団への派遣職員です
※Ｈ29職員数には、県派遣職員（教育）３人を含む

■一般会計決算状況を「月収30万円の家計」に例えると・・・

収入 支出

給与 30万円
（－24,500円）

食費
（人件費）

 5万9,000円
（－1,600円）

うち基本給

（市税など）
25万1,900円

（－23,500円）
医療費
（扶助費）

 　6万100円
（＋6,000円）

諸手当
（特別交付税、

  使用料など）

4万8,100円
（－1,000円）

ローンの返済
（公債費）

 　7万1,300円
（－5,300円）

前月からの繰越金
（繰越金）

1万8,800円
（＋4,800円）

光熱水費や通信費など
（物件費）

　6万2,800円
（－5,300円）

親からの援助
（国・県支出金）

6万7,500円
（－14,400円）

家・車・電化製品の修理や買換
（維持補修費、普通建設事業費）

5万3,100円
（－6,500円）

銀行からの借入
（市債）

5万1,000円
（－2,200円）

交際費・子どもへの仕送り
（補助費等、繰出金など）

11万2,100円
（－4,700円）

貯金の取り崩し
（基金繰入金）

1万6,500円
（＋1万5,100円）

貯金
（積立金）

 　2万9,200円
（＋8,800円）

計 45万3,800円
（－2万1,200円）

計 44万7,600円
（－8,600円）

平成 28 年度の一般会計決算額（歳入 270 億 4,268 万円、歳出 266 億 6,953 万円）を
月収 30 万円の家計に例えると、次のようになります。

1 か月の家計簿を見たところ、30 万円の

給与に対して、出費が約 45 万円となって

います。前月からの繰越金があったものの、

給与に対する約 15 万円の不足は、親から

の援助や銀行からの借入、貯金の取り崩し
でまかなっています。

平成28年度決算状況報告
もっと詳しく知りたい人は二次元コードを読み取っていただき、
市ホームページからご覧いただけます。
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お知らせ

松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

検 索

～  新しい夢の『はじまり』を創るために  ～　

ホームドクターアリス 
しろあり・害虫駆除の専門店 

南あわじ市北阿万筒井76-1 

問☎55-0800 
調査・見積 
　 無料！ 

地元の業者にお任せを！ 
気軽にご連絡ください。 
　　　相談受付中 

しろあり・ハチ

いや～な虫の 駆除と予防

　ハロウィンジャンボ宝くじの収益金は、県内市町
の住み良いまちづくりに活用されます。売上金は、
各都道府県の販売実績等に応じて交付されますの
で、ぜひ、兵庫県内の宝くじ売り場でお買い求めください。

発売期間　10月11日（水）～10月31日（火）

ハロウィンジャンボ宝くじ発売

お問合せ /（公財）兵庫県市町村振興協会☎ 078-322-1151

お知
らせ

◆
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
く
土
地
の
先
買
い
制
度

　

土
地
の
先
買
い
制
度
と
は
、
県

や
市
な
ど
が
公
共
施
設
の
整
備
に

必
要
な
土
地
を
計
画
的
に
取
得
す

る
制
度
の
こ
と
で
す
。

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
を
譲
渡

す
る
場
合
に
は
、
譲
渡
し
よ
う
と

す
る
日
の
3
週
間
前
ま
で
に
、
市

に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
都
市
計
画
区
域
内
の

２
０
０
㎡
以
上
の
土
地
に
つ
い
て

地
方
公
共
団
体
等
に
土
地
の
買
取

り
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
そ
の

旨
を
市
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

そ
の
土
地
が
公
共
施
設
の
整
備

等
に
必
要
な
も
の
と
判
断
さ
れ
た

場
合
に
は
、
県
や
市
等
が
土
地
の

所
有
者
と
協
議
を
行
い
、
合
意
に

達
す
れ
ば
そ
の
土
地
の
買
取
を
行

い
ま
す
。

◆
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く

土
地
取
引
届
出
制
度

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を

し
た
場
合
は
、
国
土
利
用
計
画
法

に
基
づ
き
、
契
約
を
締
結
し
た
日

か
ら
起
算
し
て
２
週
間
以
内
に
、

市
を
経
由
し
て
知
事
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い

　

法
律
に
基
づ
く
空
家
等
対
策
計

画
策
定
の
た
め
、
市
で
は
市
内
全

域
の
空
家
等
と
推
定
さ
れ
る
建
物

を
対
象
に
、
現
状
把
握
を
目
的
と

し
た
現
地
調
査
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
調
査
時
期　

10
月
中
頃
か
ら
約

　

２
か
月
程
度

▽
調
査
員　

ゼ
ン
リ
ン（
委
託
業
者
）

※
調
査
員
は
腕
章
を
つ
け
、
顔
写

真
入
り
の
調
査
員
証
を
携
行

し
て
い
ま
す

※
調
査
時
期
は
遅
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す

　

淡
路
信
用
金
庫
は
創
立
80
周
年
を

記
念
し
て
淡
路
３
市
に
公
用
車
を
そ

れ
ぞ
れ
１
台
ず
つ
寄
附
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

市
役
所
で
９
月
19
日
、
公
用
車
の

贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
同
金
庫
の
嶋
田

武
司
会
長
か
ら
守
本
市
長
に
目
録
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

嶋
田
会
長
は
「
80
周
年
を
迎
え
、

地
域
の
皆
様
に
感
謝
の
意
を
込
め
今

回
の
寄
附
と
な
っ
た
。
末
永
く
ご
使

用
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
守

本
市
長
は
「
大
変
あ
り
が
た
く
思
う
。

公
務
に
幅
広
く
活
用
し
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
で
は
旧
軍
人
等
を
対
象

に
各
種
恩
給
制
度
説
明
お
よ
び
個

別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
今
回
の
相
談
会
は
制
度
の
変
更

に
伴
う
も
の
で
は
な
い
た
め
、

現
在
受
給
中
の
人
の
再
度
の

申
請
手
続
き
は
不
要

▽
日
時　

10
月
27
日
（
金
）

　

午
後
２
時
～
４
時

▽
場
所　

兵
庫
県
民
会
館

▽
対
象
者　

次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
。
❶
旧

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

は
専
用
の
ポ
ー
ル
を
使
用
し
て
歩

く
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
、
関
節
へ
の

負
担
を
軽
減
し
な
が
ら
、
消
費
カ

ロ
リ
ー
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
近
年
注
目
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
運
動
の
苦
手
な
人

や
運
動
不
足
が
気
に
な
る
人
に
も

お
す
す
め
で
す
。
ポ
ー
ル
の
使
い

方
か
ら
説
明
し
ま
す
。

▽
日
時　

10
月
の
毎
週
月
曜
日
、

　

水
曜
日

※
雨
天
中
止

軍
人
で
、
実
際
に
軍
人
と
し
て

の
在
職
期
間
が
３
年
以
上
の
人

ま
た
は
そ
の
遺
族
❷
軍
人
と
し

て
の
期
間
中
に
公
務
ま
た
は
勤

務
関
連
な
ど
に
よ
り
傷
病
を
受

け
、
現
在
も
こ
れ
ら
の
傷
病
に

よ
る
後
遺
症
の
あ
る
人
❸
実
在

職
年
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
軍

人
と
し
て
の
期
間
の
あ
る
人
ま

た
は
そ
の
遺
族
❹
戦
没
者
の
遺

族
の
人

▽
場
所　

月
曜
日
＝
諭
鶴
羽
ダ
ム

　

水
曜
日
＝
慶
野
松
原

▽
対
象　

30
分
程
度
の
歩
行
が
可

　

能
な
人

▽
費
用　

市
内
在
住
＝
５
０
０
円

　

市
外
在
住
＝
１
０
０
０
円

▽
持
ち
物　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
シ
ュ

ー
ズ
、
歩
き
や
す
い
服
装
、
飲

み
物
、
タ
オ
ル
な
ど

※
ポ
ー
ル
は
貸
し
出
し
ま
す

※
申
込
み
な
ど
詳
し
く
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い

市内全域の空家等の
実態調査を実施

ノルディックウォーキング
参加者の募集

土地に関係する施策をご紹介

10 月は「土地月間」です。
軍人恩給等
援護制度相談会

問都市計画課☎ 43-5227

問地域おこし協力隊（大住）☎ 090-7362-1949 問都市計画課☎ 43-5227 問兵庫県生活支援課☎ 078-362-3501

案内

お知
らせ

募集

 

美
菜
恋
来
屋
で
は
出
荷
者
（
生

鮮
野
菜
・
加
工
品
）
を
随
時
募

集
し
て
い
ま
す
。

 

淡
路
島
内
外
の
人
に
自
慢
の

出
荷
物
を
提
供
し
て
南
あ
わ
じ

市
（
淡
路
島
）
を
共
に
盛
り
上

げ
ま
せ
ん
か
？

 

詳
し
く
は
美
菜
恋
来
屋
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
直
接

電
話
で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

第
７
回
手
し
ご
と
市

あ
わ
じ
ク
ラ
フ
ト
ミ
ー
ツ

「
み
な
い
こ
マ
ル
シ
ェ
」

▽
日
時　

10
月
22
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時　

▽
内
容　

手
し
ご
と
作
品
（
革

小
物
・
布
小
物
・
雑
貨
）、

プ
リ
ザ
ー
プ
ド
フ
ラ
ワ
ー
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
ほ
か

▽
出
店
者　

15
ブ
ー
ス（
予
定
）

※
こ
の
事
業
の
収
益
金
の
一
部

は
犬
猫
の
保
護
基
金
に
使
用

問
あ
わ
じ
ク
ラ
フ
ト
ミ
ー
ツ　

実
行
委
員
会 

☎
０
９
０
・
５

　

１
５
２
・
８
４
５
２
（
三
木
）

美
み

菜
な

恋
こい

来
こい

屋
や

出荷者募集
＆イベント案内

問美菜恋来屋☎ 43-3751

お知
らせ

募集

淡路信用金庫が市に公用車を寄附
問秘書課☎ 43-5204

お知
らせ

寄
附
さ
れ
た
公
用
車
と
記
念
撮
影
＝
左
か
ら

馬
部
副
市
長
、守
本
市
長
、嶋
田
会
長
、角
山

常
務
理
事　

　

井
戸
水
を
下
水
道
へ
流
し
て
い

る
ご
家
庭
は
、
下
水
専
用
の
メ
ー

タ
ー
を
設
置
い
た
だ
く
か
、
毎
月

の
水
道
使
用
量
と
居
住
人
数
（
１

人
あ
た
り
１
か
月
7
㎥
。
５
人
目

以
降
は
6
㎥
と
し
て
算
定
）
に
よ

り
算
出
し
た
水
量
と
比
較
し
、
多

い
水
量
で
算
定
し
ま
す
。

　

井
戸
水
の
使
用
を
廃
止
し
た
場

合
や
、
居
住
人
数
に
変
更
が
あ
っ

た
場
合
は
、
下
水
道
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

井戸水を下水道へ流しているご家庭へ

居住人数に変更ありま
せんか 問下水道課☎ 43-5228

お知
らせ



2017.10.1発行13 12

お知らせ

◆
明
石
年
金
事
務
所
で
の
予
約

　

制
に
よ
る
年
金
相
談

　

1
か
月
前
よ
り
「
予
約
相
談
」

の
受
付
を
い
た
し
ま
す
。

　

お
電
話
で
お
申
込
み
時
に
、
基

礎
年
金
番
号
、
名
前
、
連
絡
先
な

ど
を
お
伺
い
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
用
意
を
お
願
い
し
ま
す
。　

※
当
日
及
び
翌
日
の
予
約
不
可

▽
受
付
時
間　

午
前
8
時
30
分
～

　

午
後
５
時
15
分

問
明
石
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談

室
☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
８
３

　

国
立
淡
路
青
少
年
交
流
の
家
で

は
、
今
年
も
大
好
評
の
イ
ベ
ン
ト

「
淡
路
う
ず
し
お
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

ス
テ
ー
ジ
発
表
や
体
験
ブ
ー

ス
、
作
品
展
示
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会

な
ど
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容

で
す
。
日
帰
り
で
も
楽
し
む
こ
と

は
で
き
ま
す
が
、
ゆ
っ
く
り
と
満

喫
し
た
い
人
に
は
、
宿
泊
が
お
す

す
め
で
す
。
宿
泊
者
限
定
で
夜
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
用
意
し
て
お
り
ま

す
。

　

旬
の
新
鮮
な
み
か
ん
を
現
地
で

満
喫
！
オ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て
家
族

で
収
穫
体
験
を
し
ま
せ
ん
か
？

み
か
ん
園
地	

❶
倭
文
＝
松
井
農
園
・
北
谷
敏
枝

農
園
・
大
上
農
園
・
北
谷
清
美

農
園

❷
湊
＝
垣
農
園
・
豊
田
農
園　

み
か
ん
の
木
オ
ー
ナ
ー
料	

▽
一
本
あ
た
り
３
０
０
０
円
～

１
万
円

▽
募
集
締
切　

10
月
11
日
（
水
）

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

よ
り
決
定
し
ま
す

◆
南
あ
わ
じ
市
で
の
予
約
制
に

　

よ
る
出
張
年
金
相
談

　

偶
数
月
の
第
１
金
曜
日
に
南
あ

わ
じ
市
役
所
に
お
い
て
、
明
石
年

金
事
務
所
職
員
に
よ
る
出
張
年
金

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
奇
数
月
の
広
報
南

あ
わ
じ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
広
報
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
定
員　

先
着
24
人

※
代
理
の
場
合
は
委
任
状
必
要

※
来
庁
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
は

事
前
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

問
市
民
課
☎
43
・
５
２
１
２

▽
日
時　

11
月
11
日
（
土
）
午
前

11
時
～
12
日
（
日
）
午
後
２
時

～
▽
場
所　

国
立
淡
路
青
少
年
交
流

の
家

◆
参
加
者
募
集

▽
募
集　

宿
泊
体
験
、
ス
ポ
ー
ツ

大
会
（
硬
式
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、

ペ
タ
ン
ク
）、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
へ
の
参
加
者

※
申
込
み
な
ど
詳
し
く
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い

予約制による年金相談・
出張年金相談の開催

みかんの木オーナー

淡路うずしお
フェスティバル 2017

問明石年金事務所☎ 078-912-4983

問同協会事務局☎ 24-1533

問国立淡路青少年交流の家☎ 55-2696

案内

お知
らせ

お知
らせ

九州北部豪雨災害に対する義援金協力のお礼 有料広告の募集 問秘書課☎ 43-5204

　平成２９年８月３１日まで市役所本館ロビーに九州
北部豪雨災害に対する義援金の募金箱を設置したと
ころ、総額３３，７１２円の寄附が寄せられました。
　皆様のご協力に対し、厚くお礼を申し上げます。
　なお、８月３１日までに寄せられた義援金と合わせ
て、日本赤十字社を通じて、現地の復興に活用して
いただきます。

　

平
成
29
年
度
の
住
宅
用
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
受
付
件
数
が
予
定
数
に

達
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
設

置
承
認
申
請
書
の
提
出
を
検
討
し

て
い
る
人
は
事
前
に
受
付
可
能
か

ど
う
か
環
境
課
ま
で
お
問
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

 

ま
た
当
補
助
金
は
平
成
29
年
度

限
り
で
廃
止
さ
れ
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　

兵
庫
県
の
最
低
賃
金
が
10
月
１

日
か
ら
時
間
額
８
４
４
円
（
改
正
前

８
１
９
円
）
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
は
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、

ア
ル
バ
イ
ト
等
す
べ
て
の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、

兵
庫
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

ま
た
は
淡
路
労
働
基
準
監
督
署（
☎

22
・
２
５
９
１
）
に
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

住宅用太陽光発電
システム設置補助金

刈った草や稲わら
の適切な処理を！！

兵庫県最低賃金が
８４４円に改正されました

問環境課☎ 43-5214

問農地整備課☎ 43-5225

問兵庫労働局労働基準部賃金室☎ 078-367-9154

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

　

平
日
に
開
設
し
て
い
る
『
eo
光

移
行
推
進
窓
口
』
を
下
表
の
日
程

で
開
設
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

　

eo
サ
ー
ビ
ス
へ
の
移
行
申
込
み

を
対
面
で
相
談
し
な
が
ら
手
続
き

い
た
だ
け
ま
す
。
な
お
、
混
雑
時

に
は
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

▽
持
ち
物　

さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
か

ら
お
届
け
し
た
書
類
一
式
（
紛

失
し
た
人
は
窓
口
で
再
交
付
し

ま
す
） 

、
認
め
印 

※
現
在
、
契
約
中
の
電
話
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
請
求
明
細
書

が
あ
れ
ば
、
移
行
す
る
サ
ー
ビ

ス
内
容
の
相
談
に
便
利
で
す

ケーブルテレビ移行の手続き
～相談窓口の開設時間を延長～
問 eo 光移行相談センター☎ 0120-002-182
問さんさんネット☎ 43-2345

お知
らせ

日　程 場　所 時　間

10 月 16 日（月）

eo 光移行推進窓口

（さんさんネット内）

午前８時 30 分

午後７時 30 分

10 月 17 日（火）

10 月 19 日（木）

10 月 20 日（金）

※上記以外の開設時間は平日午前 8 時 30 分～午後５時まで ▲道路に残されたままの稲わら
※ 10 月 18 日（水）は午後５時まで

～

　

刈
取
り
後
の
畦あ

ぜ

草
や
稲
わ
ら
等

を
放
置
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

草
刈
り
後
の
畦
草
や
稲
刈
り
後

の
稲
わ
ら
が
降
雨
に
よ
り
水
路
に

流
れ
込
み
、
水
路
を
せ
き
止
め
る

と
、
住
居
や
道
路
等
の
灌
水
を
招

く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
防
ぐ
た
め

に
も
、
責
任
を
も
っ
て
適
切
な
処

理
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
産
か
ら
米
政
策
が
次

の
と
お
り
見
直
し
さ
れ
ま
す
。

◆
国
か
ら
配
分
さ
れ
る
生
産
数
量

　

目
標
を
廃
止

◆
米
の
直
接
支
払
交
付
金
を
廃
止

　

た
だ
し
、
飼
料
用
米
や
Ｗ
Ｃ
Ｓ

（
稲
発
酵
粗
飼
料
）
用
稲
等
へ
の

助
成
で
あ
る
「
水
田
活
用
の
直
接

支
払
交
付
金
」
は
継
続
支
援
さ
れ

ま
す
。

　

現
在
の
案
で
は
単
価
等
は
平
成

29
年
度
と
同
じ
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

農業者の皆さんへ

米政策の見直し
問農林振興課☎ 43-5223

お知
らせ

（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　〒 656-0122　南あわじ市広田広田 1064 番地（旧緑庁舎 1 階）

  TEL ／ 0799-45-0171    FAX ／ 0799-45-1814

○植木剪定　○農作業　○除草・草刈　○軽作業
○清掃　　　○大工・左官仕事　　　○施設管理
○毛筆筆耕　○生活支援（掃除・洗濯）など

みなさんのお役に立ちます !                             
                        お気軽にお電話下さい

60 歳以上のみなさん
シルバー会員になってみませんか ?

入会説明会のご案内
 ・日時　平成 29 年 10 月 18 日（水）
 　　　　午後１時 30 分～
 ・場所　南あわじ市シルバー人材センター
 　　　　（旧緑庁舎）２階　会議室
 ※働く意欲のある方をお待ちしています。
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お知らせ

2017.10.1発行15

※各月初日の在籍入所児童の属する世帯の階層区分 ２号認定・３号認定の保育料（月額）

階層区分 定義
３歳未満児 ３歳以上

標準時間認定 短時間認定 標準時間認定 短時間認定

第１階層
生活保護法による被保護世帯

（単給世帯を含む）等
０円 ０円 ０円 ０円

第２階層 市民税非課税世帯 9,000円 9,000円

保育料は 
無料です

※給食費として5,000

　円の負担が必要

第３階層

市民税 

所得割額

48,600 円未満 19,500円 17,500円

第４階層
48,600 円以上
97,000 円未満

28,000円 26,000円

第５階層
97,000 円以上

169,000 円未満
37,000円 35,000円

第６階層
169,000 円以上
301,000 円未満

41,500円 39,500円

第７階層
301,000 円以上
397,000 円未満

45,000円 43,000円

第８階層 397,000 円以上 48,000円 46,000円

認定区分 対　象 利用先

１号認定
満３歳以上で教育を希
望する場合 

・幼稚園
・認定こども園

２号認定
満３歳以上で入所要件
に該当し、保育所等で
の保育を希望する場合

・保育所
・認定こども園

３号認定
満３歳未満で入所要件
に該当し、保育所等で
の保育を希望する場合

・保育所
・認定こども園
・地域型保育所

保育所 幼稚園 認定こども園

■保育時間　月～金曜日
▽短時間認定：午前８時～午後４時
▽標準時間認定：午前８時～午後６時
▽土曜日：午前８時～正午
※土曜日は平成 30 年４月より
　八木保育所及び賀集保育所に集約
■延長時間※別途料金必要
▽場所：市保育所及び神代保育所
▽時間：午前７時～午後７時
問各保育所 ( 園 ) または
　子育て支援課☎ 43-5219

■保育時間　午前８時 30 分～午後４時
　※一時預かり事業による保育時間を
　　含む
■休園日：小学校に準ずる
■対象幼児：市内在住の満３～５歳児
■保育料：無料
※別途給食費等を徴収
問各幼稚園または
　学校教育課☎ 43-5231
※私立幼稚園の保育時間は、直接園へ
　お問合わせください

■保育時間・休園日・保育料
▽１号認定は幼稚園に準ずる
▽２号・３号認定は保育所に
　準ずる
▽土曜日：午前８時～正午
問伊加利こども園または
　学校教育課☎ 43-5231
※私立認定こども園の保育時
　間は、直接園へお問合わせ
　ください。

※２号、３号認定について、保護者の就業時間等 
　により短時間認定と標準時間認定に分けられます

※延長保育有

※延長保育有

※一時保育有

※市立保育所の土曜日保育を平成 30 年４月から八木保育所及び賀集保育所に集約します
※地域型保育所の保育時間については各施設で異なりますので、直接お問い合わせください

※来年度からちどり保育所と福
　良保育園が統合し、公私連携
　幼保連携型認定こども園福良
　こども園が開園します

※多子世帯および母子・父子家庭や在宅障害児 ( 者 ) のいる世帯などは、保育料の軽減があります（所得制限あり）
※１号認定の保育料は無料です（別途給食費等を徴収）

　ご希望の施設に子どもを連れて手続きをしてく
ださい。申込書は施設に備え付けています。
　定員を超える場合は、審査により第２・第３希
望の施設への入所、または入所できないことがあ
ります。入所できなかった場合は、申込を１年間
有効とし、空きが生じた場合の審査対象とします。
※市外保育所・こども園を希望する場合は子育て
　支援課までご連絡ください
※産休・育休の人で平成 30 年度途中に職場復帰
　する人も今回の期間に入所希望を受付します

▽期間　10 月 23 日 ( 月 ) ～ 28 日 ( 土 )
▽時間　午前９時～午後５時（28 日は正午まで）
※幼稚園・伊加利こども園の受付締切は
　27 日（金）まで

　保育の必要性の有無及び児童
の年齢に応じて、３つの認定区
分が設けられ、以下の利用先に
申し込むことができます。

◆利用先別の保育時間等について

◆　  　平成 29 年度月額保育料 　※平成 30 年度は変更になる場合があります【参考】

〔市立保育所の土曜日保育が変わります〕

❶保育所（園）  
　【市立】  10か所

保育所・園名 定員

 倭文保育園
　 ☎46-0654 60

 広田保育園
　 ☎45-0040 150

 榎列保育所
　 ☎42-2392

120

 八木保育所
　 ☎42-0559

120

 市保育所
　 ☎42-0215

150

 神代保育所
　 ☎42-1252 

120

 志知保育所
　 ☎42-3101

45

 賀集保育所
　 ☎54-0458 120

 北阿万保育所
　 ☎55-0075 90

 阿万保育所
　 ☎55-0133 90

❷地域型保育所
　【私立】３か所

保育所名 定員

 ぬしま保育園  　
　 ☎57-0021 12 

 すくすく保育園　
　 ☎43-2139

19
（地域枠5）

 翁寿園保育所　　
　 ☎42-6006

7
（地域枠2）

❹認定こども園
　【市立・私立】 ４か所

園名 定員

 伊加利こども園 　　　
（市立）☎39-0026 40 

 幼保連携型
 認定こども園松帆北 
（私立）☎36-2410

40

 幼保連携型
 認定こども園松帆南 
（私立）☎36-2344

110

公私連携幼保連携型認定
こども園福良こども園　
☎52-0252　
※一時保育有

100 
（予定）

❸幼稚園
　【市立・私立】４か所

園名 定員

 湊幼稚園
　 ☎36-2835 45

 津井幼稚園 
　 ☎38-0352 45

 志知幼稚園
　 ☎36-3340 45

 さゆり幼稚園（私立）
　 ☎52-0778 30

平成 30 年度の入所園児の募集　
申込方法

申込書配布・受付期間

問 南 あ わ じ 市 選 挙 管 理 委 員 会 事 務 局 ☎ 43-5004

場　　　所 期　　　　間

パルティ、保健センター、
福良地区公民館 10 月 23 日 ( 月 ) ～ 28 日 ( 土 )

8：30 ～ 20：00

シーパ 9：30 ～ 20：00

沼島総合センター 10 月 25 日 ( 水 )・26 日 ( 木 ) 8：30 ～ 17：00

7:00～20:00
※沼島は 8：30 ～ 17：00

投票日当日、仕事、買い物、レジャー
などで投票に行けない人は、次の期
間中いずれの施設でも期日前投票が
できます。

※入場券裏面の宣誓書をあらかじめご記
　入の上、期日前投票所に持参いただく
　とスムーズに受付が行えます

場　　　所 期　　　　間

パルティ
10 月 11 日 ( 水 ) ～

21 日 ( 土 )
8：30 ～ 20：00

保健センター、福良地区公民館 10 月 16 日 ( 月 ) ～

21 日 ( 土 )シーパ 9：30 ～ 20：00

沼島総合センター 10 月 18 日 ( 水 )・19 日 ( 木 ) 8：30 ～ 17：00

❶衆議院小選挙区選出議員選挙・・・候補者名を記入
❷衆議院比例代表選出議員選挙・・・政党名を記入

❸最高裁判所裁判官国民審査・・・やめさせたいと思う裁判官
                                                  の氏名の上に「×」を記入
❹南あわじ市議会議員選挙・・・・候補者名を記入

投票日当日、仕事、買い物、レ
ジャーなどで投票に行けない人
は、次の期間中、いずれの場所
でも期日前投票ができます。た
だし、市議会議員選挙の期日前
投票は 10 月 16 日（月）以降
でなければできませんのでご注
意ください。

投票の種類

期日前投票

7:00～20:00
※沼島は 8:30 ～ 17:0010月22日（日）投票日 投票時間

衆議院議員総選挙・最高裁国民審査
南あわじ市議会議員選挙

※入場券裏面の宣誓書をあらかじめご記入の上、期日前投票所に持参いただく
　とスムーズに受付が行えます

本記事は印刷等の都合により９月 21 日時点の情報に基づき作成しています。内容に不確定な要素がある点ご了承ください。

期日前投票

10月29日（日）投票日 投票時間

南あわじ市議会議員選挙

※衆議院が解散し、投開票日が 10 月 22 日となっ
　た場合は市議会議員選挙の日程を変更し、次の
　とおり衆議院議員総選挙と同日に執行します



苦
情
や
意
見
、
要
望
を
お
聴
き
し

て
、
そ
の
解
決
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
こ
う
し
た
皆
様
か
ら
の
声

を
行
政
に
役
立
て
る
も
の
で
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
奇
数
月
に

行
政
相
談
所
を
開
設
し
、
行
政
相

談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

▽
行
政
相
談
委
員（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　

髙
田
末
子（
倭
文
）

　

高
川
欣
士（
潮
美
台
）

　

藤
本
政
春（
松
帆
）

問
市
民
協
働
課
☎
43
・
５
２
４
４

公
証
週
間
10
月
１
日
～
７
日

大
切
な
契
約
書
や
遺
言
書
な
ど

は
公
正
証
書
に

　

不
動
産
売
買
な
ど
重
要
な
取
引

を
し
た
り
遺
言
を
残
し
た
り
す
る

と
き
は
、
ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
公

正
証
書
の
作
成
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

公
正
証
書
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
と
相
談
は
、
最
寄
り
の
公
証

役
場
へ
。
相
談
は
無
料
で
す
。

問
洲
本
公
証
役
場
☎
24
・
３
４
５
４

問
神
戸
地
方
法
務
局
洲
本
支
局

　

☎
22
・
０
４
９
７

大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー

一
般
公
開（
入
場
無
料
）

▽
日
時　

11
月
３
日
（
金
・
祝
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　

大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン

タ
ー
（
淡
路
市
野
島
江
崎
）

16

情
報
瓦
ば
ん

公
営
住
宅
入
居
者
の
募
集

◆
市
営
住
宅

政
令
月
収
15
万
８
千
円
以
下
対
象

※
裁
量
階
層
（
新
婚
世
帯
、
義
務
教

育
終
了
前
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯

等
は
21
万
４
千
円
以
下
）

▽
富
田
住
宅
（
神
代
）

　

２
戸
、
Ｂ
棟
１
０
４
号
、
Ｃ

棟
２
０
２
号
、
３
Ｄ
Ｋ
、
単

身
不
可
、
Ｂ
棟
平
成
元
年
建

築
、
Ｃ
棟
平
成
７
年
度
建
築
。

家
賃
月
額
１
万
９
２
０
０
円
～

３
万
９
０
０
０
円
（
共
益
費
別

途
）

▽
さ
く
ら
台
団
地
（
賀
集
）

　

１
戸
、
し
だ
れ
棟
４
―
１

号
、
３
Ｄ
Ｋ
、
単
身
不
可
、

平
成
10
年
度
建
築
。
家
賃

月
額
２
万
６
０
０
０
円
～

５
万
１
０
０
０
円
（
共
益
費

別
途
）、
駐
車
料
金
１
台
月
額

２
５
０
０
円

▽
阿
那
賀
団
地
（
阿
那
賀
）

　

３
戸
、
Ａ
―
２
棟
１
０
１
号
、

Ｂ
棟
１
０
４
号
、
Ｂ
棟
３
０
３

号
、
３
Ｄ
Ｋ
、
単
身
不
可
、
Ａ

―
２
棟
平
成
2
年
度
建
築
、

Ｂ
棟
平
成
3
年
度
建
築
。
家

賃
月
額
１
万
８
５
０
０
円
～

３
万
８
５
０
０
円
（
共
益
費

別
途
）、
駐
車
料
金
１
台
月
額

２
５
０
０
円

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

◇
受
付
期
間　

10
月
２
日
（
月
）

～
13
日
（
金
）
ま
で
の
平
日

◇
公
開
抽
選
日　

10
月
25
日

（
水
）。
市
役
所
本
館
１
階

問
都
市
計
画
課
☎
43
・
５
２
２
７

文
化
体
育
館
の
講
習
会
等

受
講
者
の
募
集

◆
初
回
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用

す
る
場
合
、
初
回
の
み
講
習
会
を

受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
対
象
者　

16
歳
以
上

▽
受
講
料　

５
０
０
円
（
市
内
）

※
次
回
利
用
よ
り
２
０
０
円
（
市
内
）

▽
定
員　

６
人
（
要
予
約
）

▽
講
習
時
間　

約
１
時
間
30
分

▽
講
習
日
時　

10
月
13
日
（
金
）、

20
日
（
金
）
の
午
後
２
時
と
午

後
７
時
か
ら

※
子
ど
も
連
れ
の
受
講
は
不
可

◆
コ
ア
＆
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

　

ボ
ー
ル
を
使
っ
た
運
動
で
、
肩

こ
り
や
腰
痛
、
関
節
痛
な
ど
の
痛

み
を
改
善
す
る
効
果
が
あ
り
ま

す
。

▽
対
象
者　

16
歳
以
上

▽
受
講
料　

４
０
０
０
円
（
全
８
回
）

▽
定
員　

60
人
（
要
予
約
）

▽
日
時　

10
月
24
日
、11
月
14
、

28
日
、12
月
５
、12
、19
日
、１
月

16
、23
日
の
火
曜
日
、午
後
７
時

30
分
～　

問
文
化
体
育
館
☎
50
・
５
０
７
７

市
内
健
康
卓
球
大
会

参
加
チ
ー
ム
の
募
集

▽
日
時　

10
月
15
日（
日
）

▽
場
所　

三
原
健
康
広
場

▽
種
目　

団
体
戦
＆
ダ
ブ
ル
ス
戦

▽
参
加
資
格　

原
則
、市
内
在
住

ま
た
は
在
職
者

▽
参
加
費　

団
体
１
チ
ー
ム
＝

１
０
０
０
円
、ダ
ブ
ル
ス
＝
無
料

▽
申
込
期
限　

10
月
５
日（
木
）

▽
申
込
み　

三
原
健
康
広
場（
☎

＆
F 
42
・
５
６
３
０
）

問
卓
球
協
会（
奈
良
）

　

☎
０
９
０
・
２
３
８
９
・
７
２
０
６

ふ
る
さ
と
再
発
見
と
き
め
き

ウ
ォ
ー
ク
参
加
者
の
募
集（
無
料
）

　

鮎
屋
川
ダ
ム
周
辺
約
５
・
６
km

を
ウ
ォ
ー
ク
し
ま
す
。

▽
日
時　

11
月
３
日
（
金
・
祝
）

　

午
前
８
時
45
分
～
正
午

▽
集
合
場
所　

鮎
屋
の
滝

※
駐
車
場
は
限
り
が
あ
る
た
め
、
乗

り
合
わ
せ
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い

▽
定
員　

１
０
０
人

▽
申
込
期
限　

10
月
13
日（
金
）

▽
申
込
方
法　

参
加
者
全
員
の

氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番

号
を
メ
ー
ル（a

iy
a
g
a
w

a
@

su
m

o
to

.g
r.jp

）ま
た
は
同

実
行
委
員
会
（
洲
本
市
新
村

３
０
９
︱

２
F 

24
・
１
２
０
８
）に

申
込
み

問
鮎
屋
川
地
域
の
元
気
づ
く
り
実

行
委
員
会
☎
22
・
７
２
６
８

介
護
業
務
１
日
体
験
講
座

講
座
生
の
募
集

　

兵
庫
県
助
成
事
業
で
、
介
護
職

へ
の
就
職
契
機
作
り
の
た
め
の
１

日
体
験
講
座
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

10
月
22
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

▽
対
象
者　

中
高
年
齢
者
、
子
育

て
を
一
段
落
し
た
女
子
、
離
職

者
な
ど

▽
場
所　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

す
い
せ
ん
ホ
ー
ム
（
賀
集
）

▽
受
講
料　

無
料

問
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
す
い
せ

ん
ホ
ー
ム
☎
53
・
０
０
３
０

家
庭
用
品
等
修
理
会

　

ご
家
庭
に
修
理
を
す
れ
ば
ま
だ

ま
だ
使
え
そ
う
な
日
用
品
（
刃
物

に
限
る
）
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
こ

の
機
会
に
修
理
し
て
、
再
利
用
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

10
月
21
日
（
土
）

　

❶
午
前
９
時
～
10
時
30
分

　

❷
午
後
１
時
～
３
時

▽
場
所　

❶
中
央
公
民
館
玄
関
ロ

ビ
ー
❷
福
良
地
区
公
民
館
玄
関

ロ
ビ
ー

※
修
理
品
は
当
日
お
渡
し
い
た
し

ま
す
が
、
少
し
お
待
ち
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す

問
淡
路
消
費
者
団
体
連
絡
協
議
会

　

☎
26
・
３
３
６
０

マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
事
業
補
助
金

　

南
あ
わ
じ
市
へ
転
入
し
て
、
マ

イ
ホ
ー
ム
を
取
得
さ
れ
る
人
へ
の

補
助
金
で
す
。

▽
対
象
者　

平
成
28
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
32
年
３
月
31
日
の
間

に
、
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満

た
す
人
。
❶
市
へ
の
転
入
者
で

あ
り
、
転
入
前
３
年
以
上
市
外

に
い
た
人
。
❷
自
己
が
居
住
す

る
住
宅
の
工
事
請
負
契
約
ま
た

は
売
買
契
約
を
転
入
日
か
ら
1

年
以
内
に
締
結
。
❸
❷
の
契
約

後
、
１
年
以
内
に
所
有
権
登
記

が
完
了

▽
補
助
金
額　

新
築
に
よ
る
取
得

及
び
建
売
新
築
住
宅
の
購
入
＝

２
０
０
万
円
、
市
の
空
き
家
バ
ン

ク
に
登
録
す
る
住
宅
の
購
入
＝

50
万
円
。
以
下
の
対
象
者
に
は

そ
れ
ぞ
れ
金
額
が
加
算
さ
れ
ま

す
。
夫
婦
の
合
計
年
齢
80
歳
未

満
＝
50
万
円
、
中
学
３
年
生
ま

で
の
子
ど
も
が
い
る
場
合
＝
１
人

に
つ
き
20
万
円
、
新
築
に
あ
た

り
市
内
事
業
者
を
利
用
し
た
場

合
＝
30
万
円

※
た
だ
し
、
補
助
金
総
額
は
住
宅

取
得
金
額
の
３
分
の
１
が
上
限

※
当
該
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
人
は
、
住
宅
ロ

ー
ン
「
フ
ラ
ッ
ト
35
」
の
借
入
金

利
を
一
定
期
間
引
き
下
げ
る
制

度
が
利
用
で
き
ま
す
。

問
ふ
る
さ
と
創
生
課

　

☎
43
・
５
２
０
５

新
婚
世
帯
へ
の
家
賃
補
助
制
度

　

市
で
は
若
者
の
市
内
へ
の
定
住

及
び
民
間
賃
貸
住
宅
の
活
用
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
新
婚
世
帯
へ

家
賃
補
助
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
家
賃
補
助　

月
額
上
限
１
万
円

▽
補
助
金
交
付
要
件　

婚
姻
届
出

日
よ
り
４
年
以
内
の
申
請
で
あ

る
こ
と
、
夫
婦
の
合
計
年
齢
が

申
請
時
点
で
満
80
歳
未
満
で
あ

る
こ
と
、
婚
姻
届
出
日
の
前
１

年
以
内
、
後
４
年
以
内
に
市
内

の
民
間
賃
貸
住
宅
と
賃
貸
契
約

を
結
ん
で
い
る
こ
と
、
市
税
を

滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
、
新
婚

世
帯
の
前
年
の
年
間
総
収
入
が

６
０
０
万
円
以
下
ま
た
は
総
所

得
金
額
が
４
２
６
万
円
以
下
で

あ
る
こ
と
な
ど
、
そ
の
他
要
件

は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
所
得
の
あ
る
人
が
２
人
以
上
い
る

と
き
は
、
主
た
る
収
入
者
の
収
入

（
所
得
）
に
他
の
収
入
者
の
収
入

（
所
得
）
の
２
分
の
１
を
加
え

た
額
を
総
収
入
（
所
得
）
金
額

▽
交
付
期
間　

最
長
36
か
月
間

問
ふ
る
さ
と
創
生
課

　

☎
43
・
５
２
０
５

淡
路
く
に
う
み
夢
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

淡
路
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
委
員
と
地

域
の
皆
さ
ま
が
語
り
合
い
、
淡
路

地
域
の
２
０
３
０
年
の
将
来
像
を

展
望
し
ま
す
。（
要
申
込
）

▽
日
時　

10
月
21
日（
土
）

　

午
後
１
時
～
５
時

▽
場
所　

し
づ
の
お
だ
ま
き
館（
淡

路
市
志
筑
）

▽
入
場
料　

無
料

▽
定
員　

１
０
０
人（
先
着
順
）

問
淡
路
県
民
局
未
来
島
推
進
課

　

☎
26
・
３
４
８
０

第
４
回
淡
路
島
く
に
う
み
講
座

「
生
命
つ
な
が
る
環
境
の
島
」

▽
講
師　

桑
原
征
平
氏（
元
関
西

テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

▽
内
容　

環
境
問
題
を
中
心
に
、

地
域
資
源
を
生
か
し
な
が
ら
持

続
で
き
る
環
境
の
島
づ
く
り
等

に
つ
い
て

▽
日
時　

10
月
29
日（
日
）

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
定
員　

３
０
０
人（
入
場
無
料
）

▽
申
込
締
切　

10
月
27
日（
金
）

問（
一
財
）淡
路
島
く
に
う
み
協
会

　

☎
24
・
２
０
０
１

平
成
30
年
度「
児
童
福
祉
週
間
」

標
語
の
募
集
に
つ
い
て

　

毎
年
５
月
５
日
の
「
こ
ど
も
の

日
」
か
ら
１
週
間
を
「
児
童
福
祉

週
間
」
と
定
め
て
、
児
童
福
祉
の

理
念
の
普
及
・
啓
発
の
た
め
の
各

種
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
平

成
30
年
度
の
児
童
福
祉
週
間
に
向

け
て
、
そ
の
象
徴
と
な
る
標
語
を

募
集
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、（
公
財
）

児
童
育
成
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp

://w
w

w
.k

o
d
o
m

o
n
o
-

sh
iro

.o
r.jp

/jigyo
/h

yo
u
go

）

を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

▽
募
集
期
限　

10
月
20
日
（
金
）

▽
募
集
内
容　

元
気
で
頑
張
る
子

ど
も
た
ち
を
応
援
す
る
標
語
や

未
来
に
向
け
て
の
子
ど
も
た
ち

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
る
標

語
問
（
公
財
）
児
童
育
成
協
会
事
業

部
☎
03
・
３
４
９
８
・
４
５
９
２

行
政
相
談
週
間

10
月
16
日（
月
）～
22
日（
日
）

　
「
行
政
相
談
制
度
」
は
、
国
の

行
政
機
関
な
ど
の
業
務
に
関
す
る

▽
内
容　

運
用
管
制
業
務
の
見
学
、

明
石
海
峡
等
の
展
望
、
パ
ネ
ル

展
示
、
記
念
品
プ
レ
ゼ
ン
ト

問
大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
９
９
・
82
・
３
０
５
０

※
当
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３

時
ま
で
江
埼
灯
台
を
一
般
公
開

10
月
は

た
め
池
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
美
し
い“
た
め
池
”
を
地
域
で
守
っ

て
み
ん
な
の
資
産
に
！
」

　

み
ん
な
で
、
た
め
池
を
美
し
く

保
ち
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
は
、
大
人

の
人
と
た
め
池
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

問
洲
本
土
地
改
良
事
務
所

　

☎
26
・
２
１
１
８

問
農
地
整
備
課
☎
43
・
５
２
２
５

　南
あ
わ
じ
ま
ち
づ
く
り
カ
フ
ェ

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

　

７
月
か
ら
始
ま
り
、
色
々
な
人

が
集
ま
っ
て
、
企
画
が
生
ま
れ
て
い

る
「
ま
ち
カ
フ
ェ
」。
南
あ
わ
じ
市

の
歴
史
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
た

い
、
ア
イ
デ
ア
を
カ
タ
チ
に
し
た

い
、
仲
間
を
作
り
た
い
と
い
う
想
い

を
持
っ
て
い
る
人
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▽
日
時　

10
月
12
日
（
木
）

　

午
後
７
時
～
９
時

※
毎
月
第
２
木
曜
開
催

▽
場
所　

中
央
公
民
館

※
見
学
だ
け
で
も
可
能

問
社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２
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前
10
時
～
午
後
１
時
、❷
13
日

（
金
）午
後
１
時
～
４
時
、❸
15

日（
日
）午
前
10
時
～
午
後
１
時

❹
27
日（
金
）午
後
１
時
～
４
時

▽
場
所　

❶
❸
美
菜
恋
来
屋
隣

「
情
報
発
信
拠
点
施
設
」❷
福

良
地
区
公
民
館
❹
榎
列
公
民
館

▽
相
談
員　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

※
❹
で
は
、宅
建
協
会
淡
路
支
部

の
相
談
員
も
い
ま
す

※
平
日
は
、ふ
る
さ
と
創
生
課
で

も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す

問
ふ
る
さ
と
創
生
課

　

☎
43
・
５
２
０
５

聴
覚
障
害
者
の
た
め
の

移
動
相
談

▽
日
時　

10
月
25
日（
水
）

　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

▽
場
所　

中
央
公
民
館

問
淡
路
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

　

☎
24
・
３
８
５
０

　

F
　

26
・
１
１
７
５

働
く
婦
人
の
家
イ
ベ
ン
ト

❶
パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト
講
座

▽
日
時　

10
月
18
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
内
容　

パ
ス
テ
ル
粉
を
指
で
く

る
く
る
回
し
て
季
節
の
花
、
風

景
を
描
き
ま
す
。
12
月
の
ク
リ

ス
マ
ス
用
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を

仕
上
げ
ま
す
。

▽
参
加
費　

５
０
０
円

❷
ち
り
め
ん
細
工
講
座

▽
日
時　

10
月
25
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
内
容　

和
装
ブ
ロ
ー
チ
づ
く
り

▽
参
加
費　

８
０
０
円

▽
持
参
品　

は
さ
み

◆
共
通（
❶
❷
要
予
約
）

▽
申
込
締
切　

10
月
８
日
（
日
）

問
働
く
婦
人
の
家
☎
43
・
２
３
２
６

中
田
丈
次

打
楽
器
・マ
リ
ン
バ
リ
サ
イ
タ
ル

　

賀
集
出
身
で
打
楽
器
＆
マ
リ
ン

バ
奏
者
で
あ
る
中
田
丈
次
さ
ん
の

リ
サ
イ
タ
ル
。
様
々
な
打
楽
器
が

奏
で
る
音
世
界
を
楽
し
め
ま
す
。

▽
開
催
日　

10
月
15
日
（
日
）

　

午
後
２
時
開
演

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館

▽
料
金　

前
売
券
１
０
０
０
円

（
当
日
券
１
５
０
０
円
）

▽
前
売
券
販
売
所　

パ
ル
テ
ィ
総

滝
川
記
念
美
術
館
　
玉
青
館

立
原
え
り
か
の

「
グ
リ
ム
童
話
」絵
本
原
画
展

▽
期
間　

10
月
１
日（
日
）～
12
月

３
日（
日
）

▽
入
館
料　

大
人
３
０
０
円

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

▽
内
容　
『
御
所
桜
堀
川
夜
討
』

　

三
段
目
弁
慶
上
使
の
段

▽
期
間　

10
月
末
ま
で

◆
第
34
回
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
後
継

者
団
体
発
表
会
写
真
展

▽
期
間　

10
月
８
日（
日
）～
12
月

10
日（
日
）

◆
土
文
芸　

淡
路
雑
俳
史
奉
額
展

（
淡
路
雅
交
会
）

▽
期
間　

11
月
30
日
（
木
）
ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

合
案
内
所
、
洲
本
市
文
化
体
育

館
、
五
色
図
書
館
な
ど

問
洲
本
市
文
化
体
育
館

　

☎
25
・
３
３
２
１

里
山
基
地
の
活
動

▽
内
容　

サ
ツ
マ
イ
モ
堀
り
、
野

外
ク
ッ
キ
ン
グ
（
大
学
芋
な
ど
）

▽
活
動
日　

10
月
15
日
（
日
）

▽
場
所　

伊
加
利
「
里
山
基
地
」

問
Ａ
Ｇ
Ｎ
西
淡
（
武
田
）

　

☎
０
９
０
・
７
５
５
３
・
９
４
９
２

暴
力
追
放
・
安
全
安
心

ま
ち
づ
く
り
市
民
大
会

▽
10
月
21
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所　

市
役
所
第
２
別
館
３
階

多
目
的
ホ
ー
ル

▽
内
容　

防
犯
功
労
者
表
彰
、
市

民
の
警
察
官
表
彰
、
講
演
会
、

甍
太
鼓
な
ど

問
南
あ
わ
じ
防
犯
協
会

　

☎
42
・
０
７
５
１

第
７
回
淡
路
島

え
え
も
ん・
う
ま
い
も
ん
フ
ェ
ア

　

会
場
内
の
ナ
ン
バ
ー
１
を
決
め

る
「
え
え
も
ん
・
う
ま
い
も
ん
グ

ラ
ン
プ
リ
」
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

10
月
29
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
場
所　

北
淡
震
災
記
念
公
園

問
淡
路
市
商
工
会

　

☎
０
７
９
９
・
62
・
３
０
６
６

阿
波
お
ど
り
体
操

◆
第
98
回
講
習
会

▽
日
時　

10
月
７
日
（
土
）

　

午
後
８
時
～

▽
場
所　

賀
集
地
区
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

◆
第
39
回
・
第
40
回
講
座

▽
日
時　

10
月
12
日（
木
）、26
日（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

問
阿
波
お
ど
り
体
操
振
興
協
会

　（
出
田
）
☎
55
・
１
１
１
１

「
法
の
日
」無
料
相
談
会

▽
日
時　

10
月
２
日（
月
）午
前
９

時
～
11
時
30
分（
予
約
不
要
）

▽
場
所　

市
役
所
第
２
別
館

　

❶
❷
❸
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル
、

❹
２
階
第
６
会
議
室

南
あ
わ
じ
市
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ

家
庭
教
育
講
演
会

　

地
域
と
と
も
に
、
地
域
の
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
、
よ
り
良
き
環

境
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

主
催
の
講
演
会
を
一
般
公
開
。
ど

な
た
で
も
聴
講
で
き
ま
す
。

▽
日
時　

10
月
14
日
（
土
）

　

午
後
１
時
～
３
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館 

ホ
ー
ル

▽
講
師　

大
原 

笑
子

▽
演
題　

子
ど
も
に
見
せ
た
い
大

人
の
背
中
～
子
供
社
会
は
大
人

社
会
の
縮
図
～

問
社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２

市
民
講
座（
講
演
）

「
国
生
み
神
話
と
淡
路
島
」

▽
日
時　

10
月
28
日
（
土
）

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

▽
場
所　

市
立
図
書
館
視
聴
覚
室

▽
講
師　

伊
弉
諾
神
宮　

宮
司　

本
名
孝
至
氏

▽
定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

▽
申
込
締
切　

10
月
27
日
（
金
）

▽
参
加
費　

１
０
０
円
（
資
料
代
）

問
社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２

中
央
公
民
館
公
開
講
座

夏
井
い
つ
き「
１
０
０
年
俳
句
計
画
」

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
俳
句
や
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
番
組
プ
レ
バ
ト
な
ど
テ

▽
相
談
内
容　

❶
相
続
・
売
買
・
贈

与
・
会
社
設
立
な
ど
の
登
記
手

続
き
、多
重
債
務
、成
年
後
見
等

❷
建
物
新
築
・
滅
失
登
記
・
土
地

分
筆
・
地
積
更
生
・
地
目
変
更
・

土
地
境
界
問
題
等
❸
農
地
転

用
・
建
設
業
関
係
・
自
動
車
に
関

す
る
諸
手
続
き
・
産
業
廃
棄
物
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
等
❹
人
権
相
談

▽
相
談
担
当　

❶
司
法
書
士
❷
土

地
家
屋
調
査
士
❸
行
政
書
士

❹
人
権
擁
護
委
員

※
相
談
無
料
、秘
密
厳
守

問
❶
❷
❸
兵
庫
県
司
法
書
士

会
淡
路
支
部
（
武
田
）
☎
25
・

３
２
３
０
、❹
市
民
協
働
課
☎

43
・
５
２
４
４

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
洲
本
巡
回
相
談

▽
内
容　

職
業
相
談
及
び
職
業
紹
介

▽
対
象
者　

生
活
保
護
受
給
者
、

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
、住
居

確
保
給
付
金
受
給
者
お
よ
び
生

レ
ビ
で
お
馴
染
み
の
毒
舌
俳
句
先

生
夏
井
い
つ
き
氏
が
、
俳
句
の
イ

メ
ー
ジ
を
一
新
す
る
楽
し
い
お
話

を
交
え
、
俳
句
の
簡
単
な
作
り
方

を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

▽
日
時　

12
月
17
日
（
日
）

　

午
後
２
時
開
演

▽
場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▽
入
場
料　

無
料

▽
申
込
み　

中
央
公
民
館
で
午
前

９
時
～
午
後
５
時
ま
で
入
場
券

を
配
布
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

先
着
３
０
０
人
限
り
。

問
中
央
公
民
館
☎
43
・
５
０
３
８

県
立
淡
路
医
療
セ
ン
タ
ー
講
演
会

兵
庫
県
に
お
け
る
粒
子
線
医
療

▽
日
時　

10
月
23
日
（
月
）

　

午
後
６
時
30
分
～
８
時

▽
場
所　

県
立
淡
路
医
療
セ
ン
タ

ー
２
階
大
会
議
室

▽
内
容　

兵
庫
県
が
ん
治
療
最
前

線「
粒
子
線
医
療
の
将
来
展
望
」

▽
講
師　

兵
庫
県
立
粒
子
線
医
療

セ
ン
タ
ー
院
長　

沖
本
智
昭
氏

※
参
加
無
料
、
申
込
み
不
要

問
同
セ
ン
タ
ー
が
ん
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
☎
24
・
５
０
４
４

障
害
理
解
促
進
研
修（
無
料
）

▽
日
時　

10
月
28
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▽
講
師　

㈱
ミ
ラ
イ
ロ　

原
口
淳
氏

▽
内
容　

だ
れ
も
が
す
ご
し
や
す

い
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、

講
師
自
身
の
体
験
や
活
動
を
交

え
た
話
の
中
か
ら
地
域
づ
く
り

を
考
え
る
。

問
淡
路
障
害
者
自
立
支
援
協
議
会

事
務
局
（
福
祉
課
）

　

☎
43
・
５
２
１
６

第
１
６
１
回
神
代
天
体
観
測
会

「
秋
の
星
座
を
見
よ
う
」

❶
神
代
小
学
校

▽
日
時　

10
月
22
日（
日
）

　

午
後
７
時
30
分
～

※
天
候
不
良
時
は
神
代
公
民
館

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　

☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

❷
鳴
門
タ
ク
シ
ー
天
文
台（
要
予
約
）

▽
日
時　

10
月
23
日（
月
）

　

午
後
７
時
30
分
～

▽
場
所　

神
代
地
頭
方
１
６
７
６

❶
❷
共
通　

保
護
者
同
伴

問
鳴
門
タ
ク
シ
ー
天
文
台（
沼
田
）

　

☎
０
９
０
・
９
６
１
２
・
１
７
４
９

淡
路
人
形
座（
10
月
公
演
）

◆
通
常
公
演

▽
内
容　
「
人
形
解
説
」
と
「
傾

城
阿
波
の
鳴
門　

順
礼
歌
の

段
」
ま
た
は
「
戎
舞
」

※
上
演
内
容
が
変
わ
る
場
合
あ
り

◆
10
月
の
休
館
日　

毎
週
水
曜

日
、12
日（
木
）、15
日（
日
）、16

日（
月
）、20
日（
金
）

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

　
１０月の無料相談
市民無料法律相談
相談❶（先着９人、１人20分）

◆内容　弁護士による相談

◆日時　10日（火）・26日（木）13:30～16:30

相談❷（先着６人、１人30分）

◆内容　近畿弁護士会弁護士による相談

◆日時　18日（水）13:00～16:00

❶❷共通
◆場所　市役所本館

問市民協働課☎43-5244（予約必要）

若者就労相談
◆対象　仕事に就いていない15～39歳ま

　での働く事に悩みをもつ若者とその家族

◆日時　25日（水）

　❶13：00～❷14：00～❸15：00～

◆場所　市役所２階相談室

問あかし若者サポートステーション

　☎078-915-0677（予約必要）

消費生活相談
◆日時　毎週月～金曜日（祝日休業）

 　　　 ９:00～12:00、13:00～16:00

◆場所　市役所第１別館１階

問市消費生活センター☎43-5099 

住宅の耐震相談会
◆内容　住宅の耐震診断・改修などの相談

◆日時　25日（水）13:30～15:30

◆場所　県洲本総合庁舎

◆申込　社家一級建築士事務所

　　　　☎0799-42-1018（予約必要）

母子相談
◆内容　母子・父子家庭や寡

か

婦
ふ

への相談

◆日時　毎週月水金の９:30～16:30

◆相談　子育て支援課☎43-5219

家庭児童相談
◆内容　子育てや子どものしつけ、不登

　　　　校、いじめ等に関する相談

◆日時　平日の９:30～16:30

◆相談　子育て支援課☎43-5239（直通）

農地相談（先着4人）

◆内容　農地に関する相談 

◆日時　27日（金）13:00～16:30

問農業委員会事務局☎43-5236（予約必要）

活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
に
よ

る
支
援
を
受
け
て
い
る
人

▽
日
時　

10
月
10
日（
火
）、24
日

（
火
）午
前
11
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館

※
事
前
申
込
が
必
要
、先
着
３
人

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

こ
こ
ろ
や
す
ら
ぐ
ひ
ろ
ば

　

精
神
疾
患
を
抱
え
る
人
と
そ
の
家

族
、地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
広
場
。

精
神
障
害
者
相
談
員
や
保
健
師
等
に

よ
る
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
日
時　

10
月
22
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～
４
時

▽
場
所　

い
ち
ば
ん
星

　
（
南
あ
わ
じ
市
市
福
永
５
７
２
）

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

空
き
家
バ
ン
ク
の
10
月
無
料
相
談

▽
内
容　

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登

録
・
利
活
用
に
関
す
る
相
談
な
ど

▽
日
時　

❶
10
月
１
日（
日
）午

情報瓦ばん
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さんさんネット　10月番組の見どころ 問さんさんネット
　☎43-2345

○
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載

問
秘
書
課
☎
43
・
５
２
０
４

大
会
結
果

第
94
回
南
淡
夏
季
囲
碁
大
会

（
８
月
20
日
・
福
良
地
区
公
民
館
）

【
Ａ
級
（
３
段
以
上
）】

②
川
渕
泰
司
（
阿
万
）

③
阿
部
秀
志
（
阿
万
）

【
Ｂ
級
（
初
段
・
２
段
）】

①
前
川
和
也
（
榎
列
）

③
溝
口
節
夫
（
福
良
）

【
Ｃ
級
（
１
級
以
下
）】

①
仲
田
数
文
（
市
）

②
権
上　

武
（
市
）

③
白
川
利
積
（
神
代
）

問市立図書館☎53-0234　
　開館時間／9：30～19：00
　ただし、日曜日・祝日は、17：00まで
 　※広田・湊地区公民館図書室は土曜日も17時まで

　10 月の休館日
  ２日（月）、10 日（火）、16 日（月）
  23 日（月）、30 日（月）
  31 日（火）月末整理日

みんなの図書館

10月 2日（月）～

・ごはんですよ～ぼくとわたしの
　おひるごはん～「志知保育所」
・淡路人形浄瑠璃による
　「振り込め詐欺にご用心！」

10月 5日（木）～ 

・アジア国際子ども映画祭 関西・四国
　ブロック大会「うずしお映画祭」

10月16日（月）～ 

・第12回『お茶の間川柳』優秀作品発表！

10月23日（月）～ 

・2017淡路島ロングライド150

10月 2日（月）～  9日（月）

・淡路人形座 新劇場５周年記念公演
　玉藻前㬢袂三段目 道春館の段、
　四段目 神泉苑の段、  五段目 狐七化けの段

10月 9日（月）～ 16日（月）

・南あわじ市健康大学講座
 　「子宮がん検診と婦人科疾患」・
    「血液透析と合併症について」

さ ん さ ん ニ ュ ー ス 撮 っ て お き ☆

情報瓦ばん

月曜日～金曜日（週５回更新）
■放送　午前７時 30 分～、午後０時 30 分～
　　　　午後７時 30 分～、深夜０時 30 分～

毎週月曜日　午後８時更新
■放送　午後８時～、午後１時～、午後８時～
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　テレビリモコンの『番
組表』を押すと、１週間分
の番組内容が表示され
ます。また、録画機で簡単
予約も可能！

『詳しく番組内容を知り
たい！』そんな時は・・・

※さんさんネットのホー
ムページでも番組表を確
認いただけます

※放送内容を変更する場合があります。予めご了承ください

EPG（電子番組表）

　　　　
144シリ
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沼
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　これは、古墳時代に作られた細長い石製の棒で
す。塩を作るときやアワビを取るとき、祭祀用の道
具など、いろいろと説がありますが用途は不明で、
海
あ ま
人族に関係するものと考えられています。これま

でに阿那賀にある沖ノ島古墳群や鎧
よろい
崎
ざき
古墳群・しだ

まる古墳群で発見されてい
ますが、沼島にもあったこ
とがわかりました。
　平成29年12月上旬ま
で、滝川記念美術館玉青館
にて展示しますので、ぜひ
ご覧ください。
問埋蔵文化財事務所☎４２-３８４９

▲沼島の棒状石製品
（一番下の長さ22.4cm）

リレーはそれぞれが自分の
仕事をきっちりやってバト
ンをつないでいく。リオの
夜、いかにして日本短距離
陣の挑戦は結実したのか。４
人が起こした奇跡の裏にあ
る、バトンパスを進化させて
きた歴史と、個々のプライド
を懸けて競ってきた日々に
迫る。

　実家に母と同居、男一匹、
ガチンコで認知症の母を看
る。思い知ったのは、“男の
子”が母の介護を行うことの
難しさだった。老いない人も
死なない人もいないのだか
ら、いずれ全員が直面する
我が事。科学ジャーナリスト
の実体験に基づく介護対策
が満載の奮闘記。

　地震が起こった時、台風が
くる時、どうしたらいいんだ
ろう？災害がいつおこるのか
を予想するのは、とてもむず
かしい。だから、いつでもおこ
ると思って、備えをしておくこ
とが大事。災害から身をまも
るために、気をつけなければ
ならないことを、具体例をま
じえながら解説します。
　

　やまねこは、家にかえるとこ
ろだった。家では、家族がまっ
ている。ふと、おいしそうな子
ねずみを見つけてしまったや
まねこ。舌なめずりをして近
づくやまねこの前に、よれよ
れの父ちゃんねずみが現れま
す。やまねこの気持ちはだん
だん変わっていって･･･。大迫
力の「お父さん絵本」。
　

四継 2016 リオ五輪、
彼らの真実

母さん、ごめん。５０
代独身男の介護奮闘記

みんなの防災えほん あいたく
なっちまったよ

宝田将志／著（文芸春秋） 松浦晋也／著（日経ＢＰ社） 山村武彦／監修
（ＰＨＰ研究所）

きむら　ゆういち／作
（ポプラ社）

あわじもん創業塾
受講生の募集

淡路島たまねぎと
わたしたちの未来

 農業遺産シンポジウム

産業競争力強化法認定事業

９月30日～11月５日　淡路島内各所　※火曜・水曜休み

ＡＷＡＪＩ ＡＲＴ ＣＩＲＣＵＳ 201７
（あわじアートサーカス2017）

問同実行委員会事務局　☎0799-73-2280

　世界18か国から集まったパフォーマ
ーが淡路島の21か所（淡路ファームパー
ク イングランドの丘前・道の駅福良な
ど）でパフォーマンスを披露します。詳
しくは、ホームページ（awajiartcircus.
com)をご覧ください。

　市内で創業をお考えの人、創業に興味のある

人を対象にした創業塾（７回開催）を開催します。

　受講すると、市から「特定創業支援事業」を

受けた者と認定され、資金調達の優遇や創業後

も個別にフォローします。

■日時　10 月 14 日～ 11 月 25 日の毎週土曜日

　　　　 午後１時～５時　（計７回開催）

■受講料　無料　　　■定員　25 人

■場所　南あわじ市商工会

　※詳しくはお問合せください

問南あわじ市商工会☎ 42-4689

　農業遺産振興に係るシンポジウムを開催します。

　島外や消費者視点からみた淡路島たまねぎの魅

力について講演いただきます。また、他の地域で

は農業ツーリズムや産品のブランド化の取り組み

の一環として取り組まれている、農業遺産制度に

ついての講話やパネルトークを予定しています。

■日時　11 月 6 日（月）

　　　　午後１時 30 時～４時 30 分

■場所　吉備国際大学講義棟

■講師　大西忠男氏（元兵庫県農業技術センター所長）

問農地整備課☎ 43-5225

「国の教育ローン」のご案内
　高校、大学等への入学時・在学中にかかる費用を対象とした

公的な融資制度です。母子家庭等は優遇措置があります。

■融資額　お子さま一人につき350万円以内

■金利　年1.81％（平成29年3月10日現在）

■返済期間　15年以内（在学期間内は利息のみのご返済可）

※詳しくは、ＨＰ「国の教育ローン」で検索

問コールセンター☎0570-008656または☎03-5321-8656

第73回市議会定例会一般質問

■放送日　10 月 25 日（水）～ 27 日（金）

 （再放送）10 月 28 日（土）～ 29 日（日）

■放送　午前８時～、午後８時～
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いきいき健康生活

　インフルエンザの感染力は非常に強く、日本では毎年約1千万人、約10人に1人が感染して

います。38℃以上の発熱、頭痛や関節・筋肉痛など全身の症状が急に現れ、高齢の方や種々の

慢性疾患を持つ方は肺炎を伴うなど重症化することがあります。

10月17日（火）～10月23日（月）
お薬手帳を持ちましょう。

「インフルエンザ感染を防ごう」

対象　❶接種日に65歳以上の市内在住の人

❷接種日に60歳以上の市内在住の人で、一定の心

臓・腎臓もしくは呼吸器の機能、またはヒト免疫不

全ウイルスによる免疫機能の障害を有する人

　市ではインフルエンザの発症及び重症化を予防

するため、高齢者インフルエンザ予防接種の費用

の一部を助成します。予防接種を希望する人は医

療機関にご相談下さい。

○ 自分の使用する薬の記録を持ちましょう。

○ あなたの薬の情報を、的確に伝えることができます。

○ 薬の重複投与の防止や相互作用の確認ができます。

薬についての相談は、医師、歯科医師、薬剤師等専門家に！

■ 高齢者インフルエンザ予防接種の助成

１． 外出後のうがい・手洗い

２． 室内の湿度を50～60％に保つ

３． 十分な休養とバランスのとれた食事で体の抵抗力を高める

４． 人混みや繁華街への外出を控える

５． 流行前に予防接種を受ける

■ 感染しないためには？ ■ それでも感染したら？

１． 早めに医療機関を受診する

２． 安静にして、十分な休養をとる

３． 水分を十分に補給する

４． 処方薬は指示通り最後まで飲む

■ せきエチケットを心がけよう

インフルエンザは、主にせきやくしゃみの際に口から出る小さ

な水滴（飛沫）によって感染します（飛沫感染）。せきやくしゃみ

が出るときはマスクをつけましょう。

１． せきやくしゃみをするときは他の人から顔をそらせる

２． とっさのときはティッシュなどで口と鼻を覆う

３． 手のひらでせきやくしゃみを受け止めたら、手を洗う など

接種期間　10月1日～翌年1月末日

自己負担金　1,500円

※医療機関の窓口でお支払下さい。ただし生活

　保護受給者は自己負担金なし

持参品　健康保険証

※対象❷の人は身体障害者手帳も持参。生活保

　護受給者は生活保護受給証明書を持参

薬 と 健 康 の 週 間

 休日応急診療所（賀集地区公民館横☎53-1536）

診察日  9：00～11：30
13：00～16：30 19：00～22：30

 １日（日） 浦 瀬　 巌 医師 畑 田 卓 也 医師

 ８日（日） 大 鐘 稔 彦 医師 守 本 圭 希 医師

 ９日（月） 穀 内 勇 夫 医師 齊 藤 雅 文 医師

15　日（日） 西 口　 弘 医師 柴 田 亮 平 医師

22　日（日） 畑 田 卓 也 医師 高 田 育 明 医師

29日（日） 横 山 龍 治 医師 穀 内 純 江 医師

時間外診療病院
月 平 成 病 院

火
平 成 病 院
八 木 病 院

水
中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院
平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00
※当直医によって専
門以外の診療はでき
ない場合があります

※各種教室・相談のお問い合わせは、健康課（☎43-5218）まで

● 阿波踊り体操 （いずみ会主催）1回100円
内容   日 曜日　    時間 　　   場所

阿波踊り体操
４ 水

10:00 ～
　南あわじ市
　保健センター18 水

● いずみ会リーダー養成講座
　（調理実習・生活習慣病予防・健康南あわじ 21）
  日　　　曜日　   　　 　 時間 　場所　

 12 木 10：00 ～ 15：00 中央公民館

  10月の健康カレンダー

● 乳幼児健康カレンダー　　 　　（　　）は対象

内容  日 曜日　  受付時間 場所

母親学級 19 木 13:15 ～ 13:30

南あわじ市
　保健センター

４か月児健康診査
（29年6月生）

24 火 12:30 ～ 13:00

10か月児健康診査
（28年12月生）

17 火 12:30 ～ 13:00

１歳6か月児健康診査
（28年3月生）

3 火 12:30 ～ 13:00

２歳児歯科健診
（27年7月生）

18 水 13:00 ～ 13:30

３歳児健康診査
（26年9月生）

10 火 12:30 ～ 13:00

就学前５歳児健康診査
（24年10月生）

23 月 12:30 ～ 13:00

強い歯大好き健診
（26年7月･27年１月生）

４ 水 13:15 ～ 13:45

育児相談
（28年８月生） 13 金

13:30 ～ 14:00
（29年3月生） 20 金

食育講座赤ちゃん栄養サロン
（29年５月生）

19 木  ９:45 ～ 10:00

遊びの教室（予約制） ５ 木  ９:30

発達支援相談（予約制） ５ 木 13:30 ～

● 健康相談
内容  日 曜日　　  　時間 　　場所

生活習慣病相談、
栄養相談、
血圧測定など

16 月
  ９:00 ～ 10:30
 13:00 ～ 15:00

市役所本館 1 階

小児救急医療

◆小児夜間救急電話センター
毎日午後 10 時～午前６時までの間、医師が輪番で小

児夜間救急診療を行っています。

問小児夜間救急電話センター☎ 44-3799

◆休日小児救急診療
日曜・祝日・年末年始の休日、みなと元気館内の洲

本市応急診療所において、小児科医の輪番による小

児救急診療所を開設しています。

受付時間　9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30
問洲本応急診療所☎ 24-6340

● 献血
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　

２ 月 11：30 ～ 16：00 福良地区公民館

認知症を支える家族の会　スマイル
　認知症の介護の悩みを一人で抱え込んでいません

か？日ごろの思いを話し合える場です。

日　時　１0月１１日（水）14:00～15:00

場　所　中央公民館２階　視聴覚室
問地域包括支援センター☎43-5237

スマイルカフェ               　※申込不要

認知症の人とそのご家族、地域の人誰もが気軽に集え、

家族らが抱える介護負担の相談にスタッフが応じます。

日　時　10月3日（火）13：00～16：00

場　所　いちばん星（南あわじ市市福永572）
問地域包括支援センター☎43-5237

● 愛育班活動
内容   日   曜日 場所

施設慰問 19 木 　すいせんホーム 他

22
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　近年、巧妙化する詐
欺。他人事だと思わず、
皆さんも十分に注意し
てくださいね。
　さて、淡路三原高校郷土部の生徒をはじめ、関係
者らの協力により、南あわじ市らしい還付金詐欺の
注意喚起番組が制作されました。何を使って制作さ
れたでしょう？下の番号でお答えください。（ヒント
は広報３頁）
❶淡路人形、❷ゆめるん、❸淡路島たまねぎ

　12 月に開設する南あわじ市ファミリー・サポート・
センター。乳幼児等子どもの預かりの援助をしてい
ただける人（提供会員）を募集します！ 
※詳しくは広報紙９月号の８頁に掲載しています
◆提供会員向け講習会
　提供会員になるにはセンターが実施する講習の受
講が必要です。
▽受講料　無料
▽申込期限　11 月８日（水）

※クイズの正解者の中から抽選で５人に図書カード 1,000 円分をプ
　レゼント！（当選は発送をもって発表にかえさせていただきます）

■応募方法（❶～❺全回答必須）
　❶クイズの答え、❷住所、❸氏名、❹年齢、❺広報やさん
　さんネット、南あわじ市に対するご意見・ご感想をお書き　
　の上、秘書課までご応募ください。
■応募締切 10 月 16 日（月）※消印有効

〒 656-0492 南あわじ市市善光寺 22 番地１
南あわじ市役所 秘書課広報クイズ係 宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）
kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp

※右の二次元コードを携帯電話のバーコード
　リーダで読み取り、クイズに応募できます

※９月号の正解は、『５』周年 。37通の応募がありました。

広報クイズ
　　　　　　　　

平成29年９月14日までの申出分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください
※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります

●人　口 48,288人（前月比－37人）
　    （男） 23,275人（前月比－27人）
　    （女） 25,013人（前月比－10人）
●世帯数 19,294世帯（前月比－11世帯）

※平成29年９月１日現在

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日
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雅 弥
憲太郎
伸 好
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光 司
将 聡
智 己
智 之
大 雅
龍 吾
卓 也
徹
高 広
慶一郎

広 田
広 田
津 井
福 良
松 帆
広 田
松 帆
北阿万
福 良
八 木
榎 列
榎 列
志 知
福 良
広 田
神 代
松 帆
加古川市
榎 列
福 良
伊加利
志 知
神 代
倭 文

８ 月 ８ 日
８ 月 ８ 日
８月 12 日
８月 14 日
８月 16 日
８月 18 日
８月 19 日
８月 19 日
８月 20 日
８月 21 日
８月 21 日
８月 22 日
８月 23 日
８月 26 日
８月 26 日
８月 27 日
８月 28 日
８月 29 日
８月 30 日
８月 30 日
９ 月 １ 日
９ 月 ４ 日
９ 月 ４ 日
９ 月 ７ 日

結婚

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 婚姻日

篠田　将吾（洲本市）

吉川　裕人（神戸市）

大住　勇貴（松　帆）

西口　陽子（　湊　）

鷲塚　弘佳（潮美台）

近藤　麻由（洲本市）

８ 月 20 日

９ 月 １ 日

９ 月 ７ 日

出生

　うんどうかいが開催されます。毎年、おじ
いちゃんやおばあちゃんの応援もあって、大
賑わいです。笑顔いっぱいの時間を過ごして
もらえればと思います。

●出前ひろば （申込不要、ゆめるんノート、名札持参）
　おもちゃがいっぱいの自由遊びの広場。10:00 ～ 11:30
ひろば名 10 月の開設日 場所

みどり 4,6,11,13,18,20,25,27 市保健福祉センター

せいだん 3,5,10,17,19,24,31 松帆活性化センター

みはら 3,5,17,19,24,26,31 働く婦人の家

なんだん 4,6,11,13,18,20,25 福良地区公民館

問ゆめるんセンター（子育て学習・支援センター） 
　 南あわじ市榎列松田747番地3　☎42-7703

●季節のうた アルバム　10月 ※要申込
　希望の場所を決めて申込みください。先着120人、費用50円

場所 開催日 時間
せいだんひろば、みはらひろば 17,19 10：00～10：30

みどりひろば、なんだんひろば 18,20 10：00～10：30

ゆめるんセンター 17 10：00～10：30

子育て広場

●10月の催し　※要申込
行事名・場所 日時 費用等

ままひろば「牛乳パックいす作り」
・ゆめるんセンター

16日（月）
11：00～

定員に達した
ため受付終了

10 月のお誕生日会
・ゆめるんセンター

16日（月）
10:00～

申込締切11日
費用100円

ままひろば「アイシングクッキ
ー教室」・ゆめるんセンター

26日（木）
10：00～

定員に達した
ため受付終了

ばなな・ぶどう対象
「うんどうかい」・サンライズ淡路

28日（土）
10：00～

申込締切20日
費用200円

●ふれあいプレイルーム （平日９：00～16：00）

　（申込不要、ゆめるんノート、名札持参）
場所 内容

ゆめるんセンター
公園に出かける感覚で、親子で遊ぶことができま
す。　赤ちゃんは、体重・身長測定もできます。

 ●年齢別ひろば（ゆめるんセンター）10月 
ひろば名 開催日 時間 内容等

いちご
ばなな

13 日
（金）

10:00～
 11：00

卒乳のおはなし　要申込
先着30組

ぶどう 31 日
（火）

10:00～
 11：00

ハロウィンデー英語であそぼ
う！　要申込　先着20組

（写真）９月13日・おひるねアート

死亡

氏名 年齢 地区 死亡日
谷本　　馨
大住　節子
前川　守秀
藪田たみゑ
西川　英樹
廣瀬　源一
木場　　曻
土居　　豐
天羽　忠昭
粂川　　久
山岡　清二
並木千代子
桑木　俊信
櫻木　健雄
田中　　惠

阿 万
市

榎 列
福 良
榎 列
八 木
阿那賀
志 知
志 知
広 田
八 木
福 良
阿 万
阿 万
賀 集

79
83
100
97
69
98
88
87
89
80
86
71
87
83
90

８ 月 19 日
８ 月 21 日
８ 月 23 日
８ 月 23 日
８ 月 24 日
８ 月 26 日
８ 月 28 日
８ 月 31 日
９ 月 ３ 日
９ 月 ５ 日
９ 月 ５ 日
９ 月 11 日
９ 月 12 日
９ 月 12 日
９ 月 14 日

講習会受講生の募集
問子育て支援課☎ 43-5219～子ども預かりサポート提供会員～

※申込みなど詳しくはお問合せください
※時間が変更になる場合あり

日　程 場　所 時　間

11 月 13 日（月）

中央

公民館

午前 10 時

午後 5 時

11 月 14 日（火）

11 月 15 日（水）

11 月 16 日（木）

～



おり、今回で６校目。渦を作る装置
「マグネチックスターラー」やペッ
トボトルを使い「ミニ渦」を作った
り、ロボットのPepper が渦潮を解
説したり、児童らが楽しく学べ、体
験できるように工夫されています。
　この日、児童らは山口平うずしお
博士らから渦潮の仕組みや魅力の説
明を受けたほか、装置を使ったミニ
渦観察では人工で作られた渦の中に
手を入れるなど、渦潮に興味を深め
ていました。
　受講した平佳孝さんは「渦の仕組
みがよく分かった。世界遺産登録さ
れて、たくさんの人に見に来てほし
い」と話していました。

　「鳴門の渦潮」世界遺産登録に向けた普及啓発を目的に、
９月５日、榎列小学校で「鳴門海峡の渦潮学習」出前講座
が行われ、同小５年生 43人が受講しました。
　淡路地域ビジョン委員会渦潮世界遺産登録推進分科会が
主催する当講座は、島内小学校の高学年を対象に開催して

　日本一の津波防災のまちづくりを目指す福良地

区で、９月３日「福良うずまるフェスタ・津波防災

フォーラム2017」が開催されました。

　午前中のフェスタでは、津波防災ステーション

の周辺で保育所の園児らによる踊りや水消火器的

当てゲームなどが行われ、来場者らは楽しみなが

ら防災について学んでいました。

　午後から福良公民館で行われたフォーラムでは、

東日本大震災の被災者・南三陸ホテル観洋の伊藤

俊氏による体験談があり、被災状況の映像をスク

リーンに映し「この惨劇を決して忘れてはいけな

い」と来場者に呼びかけました。また、兵庫県立

大学生と県立舞子高校生らによる福良を舞台にし

た防災劇も行われ、「避難時は車を使わない」「30

分以内に高台へ」など、津波から身を守るための

方法を分かりやすく演じていました。

「鳴門海峡の渦潮学習」出前講座

榎列小児童　渦潮の仕組みを学ぶ

福良うずまるフェスタ・津波防災フォーラム2017

津波に備えて、防災意識を高める　
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0403

01

01

02

03

01 オープニングセレモニー（福良保育園）。02 水消火器
の的当てゲーム。03 東日本大震災当時の津波による被災
体験を語る南三陸ホテル観洋の伊藤氏。04 兵庫県立大学
生や舞子高校生らによるクイズを交えた防災劇。

01 装置「マグネチックスターラー」で作られたミニ渦を観察する児童。
02 渦潮の説明をする山口平うずしお博士。03 ペットボトルでミニ渦
を作る児童。

拳
星
會

❶
柏
木　

大
ひ
ろ
し 

さ
ん
（
賀
集
）

　

柏
木
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
の
大
会

実
績
に
よ
り
推
薦
を
受
け
、
カ

ラ
テ
ド
リ
ー
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
７
全
国
大
会
（
８
月
５
日
・

東
京
都
）
の
男
子
50
歳
以
上
55
歳

未
満
重
量
級
に
出
場
し
、
念
願
の

優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
手
に
し
ま
し

た
。

　

優
勝
し
て
市
長
に
報
告
し
た

か
っ
た
と
い
う
柏
木
さ
ん
、
８
月

22
日
に
市
役
所
で
報
告
会
が
行
わ

れ
、「
来
年
は
国
際
大
会
で
優
勝

し
、
ま
た
報
告
に
訪
れ
た
い
」
と
、

市
長
に
力
強
く
目
標
を
掲
げ
て
い

ま
し
た
。

中
央
大
学
ボ
ー
ト
部

❷
柏
木
裕ひ
ろ
き葵 

さ
ん
（
賀
集
）

　

柏
木
さ
ん
は
、
全
日
本
大
学
選

手
権
大
会
（
８
月
31
日
～
９
月
３

日
・
埼
玉
県
）
の
種
目
男
子
舵
手

な
し
フ
ォ
ア
に
出
場
し
、
見
事
優

勝
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

　

９
月
15
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ

た
報
告
会
で
、
柏
木
さ
ん
は
「
昨

年
に
続
き
優
勝
で
き
て
う
れ
し

い
。
次
は
、
全
日
本
選
手
権
大
会

で
の
優
勝
と
、
日
本
代
表
入
り
を

目
指
し
た
い
」
と
、
市
長
に
抱
負

を
語
り
ま
し
た
。

❸
三
原
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

三
原
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

部
は
、
県
中
学
総
体
で
優
勝
、
近

畿
中
学
総
体
で
準
優
勝
し
、
全
国

中
学
校
体
育
大
会
（
８
月
22
日
～

25
日
・
宮
城
県
）
に
出
場
し
ま
し
た
。

三
原
中
学
校
陸
上
部

❹
島
田
拓
実 

さ
ん
（
３
年
）

　

島
田
さ
ん
は
、
県
中
学
総
体
で

優
勝
、
近
畿
中
学
総
体
で
４
位
に

入
賞
し
、
全
国
中
学
校
体
育
大
会

（
８
月
19
日
～
22
日
・
熊
本
県
）

に
出
場
し
ま
し
た
。

南
淡
中
学
校
卓
球
部

❺
稲
山
さ
ゆ
り 

さ
ん
（
３
年
）

　

稲
山
さ
ん
は
、
県
中
学
総
体
で

個
人
選
ベ
ス
ト
８
入
り
、
ま
た
近

畿
中
学
総
体
で
個
人
選
ベ
ス
ト
８

入
り
を
果
た
し
、
全
国
中
学
校
体

育
大
会
（
８
月
22
日
～
25
日
・
大

分
県
）
に
出
場
し
ま
し
た
。

淡
路
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原
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校
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泳
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属
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❻
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）
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下
翔
太 

さ
ん
（
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年
）

（
❻
右
）
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田
達
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さ
ん
（
２
年
）

　

森
下
さ
ん
は
近
畿
大
会
の

２
０
０
㍍
自
由
形
で
４
位
入
賞
、

４
０
０
㍍
自
由
形
で
標
準
記
録
を

突
破
、
ま
た
、
増
田
さ
ん
は
近
畿

大
会
の
４
０
０
㍍
自
由
形
で
標
準

記
録
を
突
破
し
、
同
種
目
で
全
国

高
校
総
体
（
８
月
17
日
～
20
日
・

宮
城
県
）
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

❼
Ｎ
Ｓ
Ｉ
南
あ
わ
じ
（
順
不
同
）

田
中
柊し
ゅ
う
ま匡

さ
ん
、
山
口
翔と

き

や

輝
夜
さ
ん

津
田
悠ゆ

う生
さ
ん
、
木
本
瑛あ
き
と斗

さ
ん

西
山
巧こ
う
ま真

さ
ん
、
上
田
友
稀
さ
ん

西
山
青は

る
ま磨

さ
ん
、
小
泉
花
菜
子
さ
ん

村
本
楓ふ

う
か華

さ
ん
、
村
上
遥
香
さ
ん

佐
野
結ゆ

い
か香

さ
ん

❼
淡
路
ス
イ
ミ
ン
グ
チ
ー
ム（
順
不
同
）

竹
谷
壮
太
さ
ん
、
三
宅
宗そ

ら良
さ
ん

川
上
美
鈴
さ
ん
、
平
山
莉
名
さ
ん

竹
谷
結ゆ

う羽
さ
ん
、
山
崎
姫ひ

め
な奈

さ
ん

田
浦
明め

い泉
さ
ん

　

市
内
小
中
学
生
18
人
が
Ｂ
＆
Ｇ

全
国
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
競
技
大
会
（
８

月
19
日
・
東
京
都
）
に
出
場
し
ま

し
た
。

空
手
道
　
　
　
優
勝

男
子
大
学
ボ
ー
ト
　
　
　
優
勝

男
子
高
校
水
泳

女
子
中
学
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

女
子
中
学
卓
球

男
子
中
学
陸
上
（
走
幅
跳
）

小
中
学
水
泳

❶❷❸

❼ ❻ ❺ ❹

全
国
大
会
出
場

お
め
で
と
う

　

全
国
の
舞
台
で
活
躍
し
た
選

手
た
ち
。
市
役
所
で
優
勝
報
告

会
・
壮
行
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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　地域おこし協力隊　金本 (左 )・益國
地域おこ

し協力隊今月の

No.17

分の能力を生かしたい」と話していました。
　２人は、沼島総合観光案内所「吉

よしじん
甚」の運営や、沼

島特産品の開発、ＳＮＳを利用した広報活動、環境保
全活動、島民交
流の場づくりな
どの活動を行い
ます。

　沼島地域の活性化のため、金
かねもと
本優子さんと益

ますくに
國哲也

さんが地域おこし協力隊員に就任しました。
　金本さんは今年の５月に沼島を訪れ、住民の温かさ
と島の環境に安らぎを感じ、協力隊員として神戸市か
ら移住。「沼島の人々に喜んでもらえるような働きをし
たい」と抱負を話していました。
　益國さんは、自然に囲まれた生活を望む移住者が増
え、沼島が田舎暮らしの場として可能性があると感じ、
協力隊員として京都市から移住。「旅客送迎ができる２
種免許を取得しているほか、デザイン業の経験やＳＮ
Ｓを利用した情報発信など、沼島の活性化のために自

28

沼島地域で活動している協力隊４人

新しい協力隊員が加わりました新しい協力隊員が加わりました新しい協力隊員が加わりました

　ステージでは小・中学生の吹奏楽や和太鼓演奏、
郷土芸能、保育園児のダンスなど、市民と一緒になっ
て楽しめるパフォーマーが登場！
　園内各テントでは、淡路手延素麺のふるまいをは
じめ、多彩な「食の市」が並びます。

　 日　時　１0 月 22 日 （日） 

　　　　　　午前 10 時～午後 3 時
        　　　　　　　  　　　　 雨天中止

　 場　所　淡路ふれあい公園・芝生広場   

問南あわじ食と文化の市民まつり実行委員会事務局
　 （商工観光課内） ☎43-5221

～みんなで参加しよう！ 見に行こう！ 楽しもう！～

南あわじ食と文化の
市民まつり

南あわじ市縁結び事業推進協議会
設立１０周年記念事業

恋する海賊船
ハロウィンパーティ
あなたに新たな出会いが待っているかも♪

　船上で仮装パーティを行い

ます。いつもとは違う自分に

なって、食事やミニゲーム、

仮装コンテストなどで交流し

ましょう。

　日時　10月21日（土）午後6時～
　場所　うずしお観潮船「日本丸」船上
　参加要件

　・20歳以上の独身の方（学生不可）で、　仮装し

　　て参加できる人

　・照れ屋のあなたには、「ワンポイント仮装」

　　レンタルします（500円）。

　募集人数　150人（男性 75人、女性 75人）

　参加費　男性 5,000 円　女性 4,000 円

　申込締切日　10月 10日（火）

問ふるさと創生課☎４３-５２０５
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